
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
第
七
号
（
一
九
八
一
年
三
月
）

「
昭
君
」
孜

要
旨
金
春
権
守
作
と
言
わ
れ
る
「
昭
君
」
は
、
古
態
を
残
す
能
と
さ
れ
な
が
ら
も
、
後
世
の
類
型
化
の
た
め
に
、
前
後
の
脈
絡

が
つ
か
な
い
筋
書
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
王
昭
君
の
説
話
を
本
説
と
し
な
が
ら
も
主
題
が
不
鮮
明
な
鬼
能
に
作
能
さ
れ
て
い
る
。
本

稿
で
は
、
こ
の
「
昭
君
」
の
異
質
な
前
後
を
八
鏡
Ｖ
の
モ
チ
ー
フ
が
繋
ぎ
合
せ
て
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
の
統
一
を
果
し
て
い
る
と
考
え
、

鏡
の
持
つ
本
来
的
な
機
能
と
、
そ
こ
か
ら
派
生
し
た
説
話
に
注
目
し
、
そ
れ
が
如
何
に
「
昭
君
」
の
本
説
で
あ
る
昭
君
説
話
と
関
わ
り

を
持
ち
、
作
者
に
よ
っ
て
能
と
し
て
立
体
化
さ
れ
る
に
至
っ
た
か
を
考
察
す
る
こ
と
か
ら
、
「
昭
君
」
が
鬼
能
と
し
て
成
立
し
た
要
因

を
究
明
す
る
。

小

林
健
二
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舞
髄
脳
記
』

「
昭
君
」
の
作
者
は
、
世
阿
弥
の
永
享
六
年
二
月
以
前
の
伝
書
で
あ
る
『
五
音
』
に
、

、
、
、

（
１
）

王
昭
君
金
春
曲
是
ハ
モ
ロ
コ
シ
合
甫
ノ
里
二
（
傍
点
は
筆
者
、
以
下
同
様
）

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
世
阿
弥
と
同
時
代
、
ま
た
は
そ
れ
以
前
の
金
春
系
の
猿
楽
者
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。
さ
ら
に
、
金
春
禅
竹
の
『
歌

一
、
は
じ
め
に
’

二
、
昭
君
説
話
と

三
、
鏡
に
映
る
悌

四
、
「
昭
君
」
と

五
、
浄
玻
璃
の
鏡

六
、
後
シ
テ
、
韓

七
、
む
す
び

脳
記
』
に
、

王
照
君
…
…
此
風
姿
、

「
昭
君
」
と
柳

浄
玻
璃
の
鏡
と
倶
生
神

後
シ
テ
、
韓
邪
将

む
す
び

は
じ
め
に
Ｉ
「
昭
君
」
の
問
題
性

昭
君
説
話
と
〈
鏡
〉

一
、
は
じ
め
に
ｌ
「
昭
君
」
の
問
題
性

目
次

（
２
）

殊
（
に
）
祖
父
曲
風
之
一
流
を
残
す
。
一
姿
・
一
音
・
一
踏
の
妙
所
あ
り
。

－ 2 －

I

I
ri
n
t
e
d 
jo
u
r
n
al
.



｢昭君」孜（小林）

（
３
）

と
の
記
事
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
禅
竹
の
祖
父
で
あ
る
金
春
権
守
の
作
で
あ
る
可
能
性
が
強
い
と
言
え
よ
う
。
金
春
権
守
は
世
阿
弥
よ
り

（
４
）

一
世
代
前
の
観
阿
弥
と
同
世
代
、
ま
た
は
そ
の
少
し
後
の
時
代
に
活
躍
し
た
猿
楽
者
の
よ
う
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
作
品
で
あ
る
「
昭

君
」
も
、
世
阿
弥
が
能
楽
を
大
成
す
る
以
前
の
古
い
悌
を
残
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
従
来
の
研
究
も
そ
の
点
の
問
題
提
示
と
考
察
に
焦

（
５
）
（
６
）
（
７
）

点
が
絞
ら
れ
て
き
た
。
今
、
こ
こ
に
研
究
史
を
振
り
返
る
と
、
池
田
弥
三
郎
氏
・
横
道
萬
里
雄
氏
・
味
方
健
氏
の
御
説
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
に
そ
の
構
成
の
特
殊
性
ｌ
〔
次
第
〕
・
〔
ク
セ
〕
の
異
格
な
点
、
前
後
の
シ
テ
の
性
格
が
変
わ
る
点
、
中
入
が
特
異
な
点
な
ど
ｌ
か
ら

（
８
）

古
態
性
を
認
め
ら
れ
、
現
行
の
形
は
類
型
に
合
わ
せ
る
た
め
に
、
な
ん
ら
か
の
改
作
を
経
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
近
年
の
演
能
に
於
て
、
「
昭
君
」
の
原
態
を
再
現
す
べ
く
ア
イ
を
省
略
し
、
前
後
の
シ
テ
を
別
人
が
務
め
る
と
い
う
演
出
が
試
ぶ
ら
れ

（
９
）

た
り
も
し
て
い
る
。
し
か
し
、
今
だ
に
「
昭
君
」
一
曲
を
本
説
か
ら
吟
味
し
た
作
品
論
な
る
も
の
を
承
な
い
。

「
昭
君
」
が
、
日
本
文
学
史
を
通
し
て
流
布
し
た
い
わ
ゆ
る
昭
君
説
話
ｌ
王
昭
君
が
絵
師
毛
延
寿
に
賄
賂
を
贈
ら
な
か
っ
た
が
故
に
、

（
皿
）

胡
国
の
王
に
所
望
さ
れ
て
彼
の
地
へ
移
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
悲
話
ｌ
を
本
説
と
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
能
は

昭
君
を
シ
テ
と
し
た
歌
舞
を
一
曲
の
見
所
と
し
た
女
能
と
な
ら
ず
、
後
シ
テ
が
冥
途
の
鬼
の
出
立
の
韓
邪
将
と
な
り
、
〔
舞
働
〕
を
演
じ

る
鬼
能
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
全
体
の
構
成
が
統
一
を
欠
い
て
、
い
わ
ば
「
木
に
竹
を
継
い
だ
」
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
こ
と

は
避
け
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
「
昭
君
」
と
い
う
能
が
そ
の
形
で
今
日
に
至
る
ま
で
享
受
さ
れ
て
き
た
こ
と
も
、
ま
た
事
実
な
の
で
あ
る
。

異
質
な
前
後
を
繋
ぎ
合
わ
せ
、
能
と
し
て
の
「
昭
君
」
を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
は
、
観
客
を
納
得
さ
せ
る
だ
け
の
し
か
る
べ
き
理
由
が
必

要
と
な
っ
て
く
る
。
そ
れ
が
く
鏡
〉
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
想
定
し
、
ま
た
「
昭
君
」
「
松
の
山
鏡
」
「
野
守
」
「
皇
帝
」
と
い
う
一
連

の
鏡
物
と
呼
ば
れ
る
能
が
、
鬼
能
と
し
て
成
立
す
る
契
機
を
「
昭
君
」
を
通
し
て
究
明
せ
ん
と
す
る
の
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

（
ｕ
）
（
⑫
）

す
で
に
「
昭
君
」
と
鏡
の
特
別
な
関
係
に
つ
い
て
は
、
金
井
清
光
氏
と
小
田
幸
子
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
両
氏
と
も
、
鏡
物
の
系
譜

を
な
す
能
、
「
昭
君
」
「
松
の
山
鏡
」
「
野
守
」
「
皇
帝
」
に
は
必
ず
鬼
が
登
場
す
る
こ
と
に
着
目
さ
れ
、
そ
の
要
因
を
考
察
さ
れ
て
い
る
。
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そ
の
中
で
、
「
昭
君
」
の
後
シ
テ
が
冥
途
の
鬼
の
姿
の
韓
邪
将
で
あ
る
こ
と
を
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
論
究
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

金
井
氏
は
、
中
世
に
於
て
鏡
を
呪
具
に
用
い
て
神
仏
の
霊
を
招
い
た
り
、
死
者
の
口
寄
せ
を
す
る
民
間
宗
教
家
が
世
間
を
歩
き
回
っ
て
い

た
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
そ
の
語
り
に
亡
者
が
地
獄
の
鬼
に
責
め
ら
れ
る
場
面
や
、
他
界
の
鬼
神
が
現
世
の
人
間
に
と
り
つ
い
て
た
た
る

こ
と
な
ど
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
鏡
の
口
寄
が
芸
能
化
し
て
、
「
昭
君
」
と
い
う
鬼
能
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
説

（
週
）

か
れ
た
。
こ
の
金
井
氏
の
着
眼
は
確
か
に
示
唆
的
で
あ
り
、
魅
力
に
富
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
説
を
支
え
て
い
る
の
は
、
鏡

を
小
道
具
と
し
た
宗
教
芸
能
者
、
よ
り
具
体
的
に
言
う
と
鏡
を
用
い
た
口
寄
巫
女
な
ど
の
存
在
で
あ
り
、
説
の
妥
当
性
も
ま
た
そ
こ
に
か

か
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
小
田
氏
は
、
鏡
が
鬼
能
成
立
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
「
霊
的
存
在
を
登
場
さ
せ
る
ひ
と
つ
の
合
理
的
手

法
」
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
な
が
ら
も
、
「
鏡
が
招
魂
の
呪
物
と
し
て
か
な
り
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
位
置
を
占
め
て
い
た
と
判
断
す
る
に
は
、

例
が
少
な
す
ぎ
る
」
と
問
題
点
を
示
す
に
止
め
ら
れ
て
い
る
。
金
井
氏
の
述
べ
ら
れ
る
よ
う
な
鏡
を
用
い
た
口
寄
巫
女
の
存
在
の
実
例
が
、

文
献
資
料
・
民
俗
資
料
を
通
し
て
確
固
と
し
な
い
現
状
で
は
、
そ
の
説
は
積
極
的
に
支
持
し
難
く
、
小
田
氏
の
よ
う
に
慎
重
に
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
ょ
し
ん
ぱ
、
鏡
と
鬼
と
の
因
果
関
係
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
「
昭
君
」
の
本
説
で
あ
る
昭
君
説

話
と
如
何
に
関
わ
っ
て
く
る
か
を
究
明
せ
ず
に
は
、
「
昭
君
」
と
い
う
能
の
謎
を
解
明
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
鏡
の
持
つ
本
来
的
な
機
能
と
、
そ
こ
か
ら
派
生
し
た
説
話
に
注
目
し
、
そ
れ
が
如
何
に
「
昭
君
」
の
本
説
と
関
わ
り
を
持

ち
、
作
者
に
よ
っ
て
能
と
し
て
立
体
化
さ
れ
て
い
っ
た
か
を
考
察
す
る
こ
と
か
ら
、
「
昭
君
」
が
鬼
能
と
し
て
成
立
し
た
謎
を
探
っ
て
み

た
い
。言言T註

… ーー

世
阿
弥
伝
書
の
引
用
は
日
本
思
想
大
系
別
『
世
阿
弥
禅
竹
』
に
よ
る
。

金
春
禅
竹
伝
書
の
引
用
は
『
金
春
古
伝
書
集
成
』
（
昭
“
わ
ん
や
書
店
）
に
よ
る
。

田
中
允
氏
「
昭
君
の
作
者
に
つ
い
て
」
（
『
謡
曲
界
』
昭
ｕ
・
加
）
以
来
、
「
昭
君
」
は
金
春
権
守
作
説
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
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｢昭君」孜（小林）

（
４
）
伊
藤
正
義
氏
「
禅
竹
を
め
ぐ
る
人
々
」
（
『
金
春
禅
竹
の
研
究
』
昭
妬
赤
尾
照
文
堂
）
、
「
金
春
三
代
略
伝
」
（
『
金
春
古
伝
書
集
成
』
）
そ
の
他
。

（
５
）
「
能
と
先
行
芸
能
と
ｌ
前
後
の
シ
テ
」
（
『
文
学
』
特
集
・
能
昭
犯
・
９
）

（
６
）
「
昭
君
」
の
備
考
（
日
本
古
典
文
学
大
系
蛆
『
謡
曲
集
上
』
）

（
７
）
「
大
和
猿
楽
の
芸
質
下
ｌ
結
崎
能
と
金
春
能
」
（
『
論
究
日
本
文
学
』
昭
銘
・
４
）

（
８
）
「
昭
君
」
の
謡
本
は
、
上
掛
系
田
淵
虎
頼
等
節
付
本
、
下
掛
系
金
春
喜
勝
節
付
本
な
ど
室
町
期
の
写
本
が
数
本
現
存
す
る
が
、
現
行
謡
本
と
大

き
な
異
同
は
な
い
。

（
９
）
昭
和
輔
年
４
月
９
日
の
「
鎮
仙
会
」
。
同
会
。
〈
ン
フ
レ
ッ
ト
「
鎮
仙
」
Ⅷ
号
の
解
説
に
よ
る
と
「
古
風
な
能
で
あ
る
が
現
在
の
演
り
方
は
主
題

が
不
鮮
明
で
あ
る
。
古
い
演
出
を
手
が
か
り
に
観
世
寿
夫
が
演
出
す
る
。
」
と
あ
る
。
寿
夫
氏
が
何
を
直
接
の
根
拠
と
し
て
演
っ
た
か
は
明
ら
か

で
は
な
い
が
、
間
狂
言
を
置
か
な
い
の
は
古
く
か
ら
の
本
則
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
そ
れ
に
従
い
ア
イ
を
省
略
す
る
と
、
生
理
的
に
一
人
の
シ
テ
で

演
じ
る
こ
と
は
無
理
に
な
り
、
前
後
の
シ
テ
を
別
人
（
尉
ｌ
観
世
寿
夫
・
韓
邪
将
ｌ
山
本
真
義
）
が
務
め
る
と
い
う
演
出
に
な
っ
た
か
と
思
わ
れ

（
、
）
『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
十
「
漢
ノ
前
帝
ノ
后
王
昭
君
、
行
胡
国
語
第
五
」
が
日
本
文
学
史
上
の
初
出
の
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
源
泉
は
中
国
の

『
西
京
雑
記
』
（
六
朝
時
代
、
梁
の
呉
均
八
柵
Ｉ
別
Ｖ
の
作
）
巻
二
に
求
め
ら
れ
る
。
以
後
、
『
宇
津
保
物
語
』
「
初
秋
」
・
『
唐
鏡
』
巻
四
第
九

「
主
孝
元
帝
の
条
」
・
『
教
訓
抄
』
・
『
和
歌
童
蒙
抄
』
な
ど
に
広
く
伝
承
さ
れ
て
い
き
、
そ
の
人
気
の
程
が
窺
わ
れ
る
。
な
お
、
昭
君
説
話
の
変
遷

を
中
国
文
学
か
ら
日
本
文
学
に
至
る
ま
で
追
究
さ
れ
た
論
考
に
、
川
口
久
雄
氏
「
敦
煙
変
文
の
素
材
と
日
本
文
学
Ｉ
王
昭
君
変
文
と
我
国
に
お
け

る
王
昭
君
説
話
ｌ
」
（
『
金
沢
大
学
法
文
学
部
論
集
（
文
学
篇
）
』
ｕ
昭
銘
）
、
石
田
博
氏
「
王
昭
君
の
一
考
察
ｌ
元
曲
と
能
楽
の
作
製
を
中
心
に

Ｉ
」
（
『
野
州
国
文
学
』
昭
開
．
、
）
・
「
元
曲
漢
宮
秋
と
類
曲
の
出
生
」
（
『
日
本
文
学
論
究
』
胡
昭
弱
・
皿
）
な
ど
が
あ
る
。

（
、
）
「
鏡
の
能
と
狂
言
」
（
『
能
と
狂
言
』
昭
蛆
明
治
書
院
）

（
皿
）
「
鏡
と
鬼
能
」
（
『
能
楽
タ
イ
ム
ズ
』
昭
副
・
哩
）

（
過
）
徳
江
元
正
先
生
は
「
作
品
研
究
松
山
鏡
」
（
『
観
世
』
昭
幻
・
皿
）
に
於
て
、
「
「
昭
君
」
の
舞
台
面
か
ら
享
け
る
印
象
で
は
、
鏡
を
小
道
具
と

し
て
扱
う
宗
教
芸
能
者
の
な
り
わ
い
を
想
起
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
」
と
の
見
解
を
示
さ
れ
、
狂
言
「
鏡
男
」
・
室
町
時
代
物
語
『
花
鳥
風
月
』

な
ど
か
ら
そ
の
存
在
に
つ
い
て
説
か
れ
て
い
る
。

る
◎
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『
今
昔
物
語
集
』
な
ど
で
本
朝
に
於
て
大
い
に
流
布
し
た
昭
君
説
話
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
『
西
京
雑
記
』
な
ど
中
国
の
典
籍
の
影
響

を
受
け
て
い
る
。
し
か
し
、
結
論
か
ら
先
に
述
べ
る
と
、
〈
鏡
〉
と
い
う
モ
チ
ー
フ
は
中
国
の
王
昭
君
に
関
す
る
物
語
や
、
そ
の
影
響
下

に
あ
る
日
本
の
昭
君
説
話
中
に
は
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、
我
国
に
話
が
伝
来
し
た
後
、
和
歌
の
世
界
に
よ
っ
て
独
自
に
創
造
さ
れ
、
説
話

の
中
に
取
り
込
ま
れ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
が
言
え
そ
う
で
あ
る
。

唐
物
の
故
事
、
ま
た
、
著
名
な
佳
人
・
麗
人
が
歌
合
や
百
首
歌
な
ど
の
歌
題
に
採
ら
れ
る
こ
と
は
、
し
ば
ノ
、
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ

る
。
王
昭
君
も
そ
の
悲
話
ゆ
え
に
、
李
夫
人
や
楊
貴
妃
な
ど
と
並
ん
で
本
朝
歌
壇
に
も
て
は
や
さ
れ
た
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
例
は
古
代
．

〈
鏡
〉
を
重
要
な
モ
チ
ー
フ
と
し
一

点
で
結
び
つ
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
昭
君
」
は
以
上
の
〔
キ
リ
〕
に
よ
り
、
や
や
唐
突
な
形
で
終
曲
を
迎
え
る
。
こ
れ
が
下
掛
系
の
謡
本
に
な
る
と
、
傍
点
部
が
「
雲
ら

、
、

（
２
）

ぬ
御
代
の
心
こ
そ
、
ま
こ
と
を
映
す
鏡
な
れ
」
と
、
た
だ
昭
君
の
美
し
さ
を
讃
美
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
意
味
不
明
の
鏡
の
威
徳
を
強
く

印
象
付
け
る
か
の
よ
う
な
終
り
方
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
不
可
解
な
終
曲
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
「
昭
君
」
全
曲
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
〈
鏡
〉

に
よ
っ
て
大
き
く
支
配
さ
れ
て
い
る
観
が
あ
る
。
「
鏡
の
能
」
と
い
う
異
称
を
持
つ
の
も
う
な
ず
け
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
「
昭
君
」
が

〈
鏡
〉
を
重
要
な
モ
チ
ー
フ
と
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
、
本
説
で
あ
る
昭
君
説
話
と
〈
鏡
〉
と
は
一
体
ど
の
時

へ
た
だ
昭
君
の
眉
墨
は
、
た
だ
昭
君
の
眉
墨
は
、
柳
の
色
に
異
ら
ず
、
罪
を
現
は
す
浄
玻
璃
は
、
そ
れ
も
隠
れ
は
よ
も
あ
ら
じ
、
花

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

か
と
見
え
て
曇
る
日
は
、
上
の
空
な
る
物
思
ひ
、
影
も
ほ
の
か
に
三
日
月
の
、
曇
ら
ぬ
人
の
心
こ
そ
、
ま
こ
と
を
映
す
鏡
な
れ
、
ま

（
１
）

こ
と
を
映
す
鏡
な
れ
。

二
、
昭
君
説
話
と
八
鏡
Ｖ
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｢昭君」孜（小林）

中
世
を
通
し
て
散
見
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
も
最
も
興
味
を
引
か
れ
る
の
が
、
『
後
拾
遺
和
歌
集
』
の
「
王
昭
君
を
よ
め
る
」
と
題
し
た
、

赤
染
衛
門
・
僧
都
懐
寿
・
懐
円
法
師
の
次
の
連
作
で
あ
ろ
う
。

叩
な
け
き
こ
し
道
の
つ
ゆ
に
も
ま
さ
り
け
り
な
れ
こ
し
里
を
恋
る
な
ゑ
た
は
赤
染
衛
門

川
思
ひ
き
や
ふ
る
き
承
や
こ
を
立
は
な
れ
こ
の
く
に
人
に
な
ら
ん
物
と
は
僧
都
懐
寿

仰
み
る
度
に
か
上
承
の
か
け
の
つ
ら
き
か
な
か
上
ら
さ
り
せ
は
か
上
ら
ま
し
や
は
懐
円
法
師

（
３
）

（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
三
十
九
冊
）

こ
の
中
、
Ⅲ
番
歌
、
懐
円
法
師
の
歌
に
は
、
明
ら
か
に
昭
君
説
話
と
〈
鏡
〉
と
の
融
合
が
み
ら
れ
る
。
「
鏡
に
映
る
自
分
の
姿
を
見
る

た
び
に
辛
く
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
ん
な
に
美
し
く
な
か
っ
た
ら
、
こ
の
よ
う
な
悲
し
い
境
遇
に
も
会
わ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
に
。
」
と
い
う

（
４
）

よ
う
な
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
当
然
の
ご
と
く
懐
円
は
、
王
昭
君
の
悲
話
を
踏
ま
え
て
こ
の
よ
う
に
詠
じ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
脳
裏
に

は
「
鏡
と
美
人
」
と
い
う
古
く
か
ら
の
約
束
事
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
が
、
昭
君
説
話
と
〈
鏡
〉
と
の
最
初
の
出
合
い
の
よ

う
で
あ
る
。
以
後
こ
の
歌
は
他
の
王
昭
君
を
詠
じ
た
歌
と
共
に
、
次
に
挙
げ
る
『
俊
頼
髄
脳
』
の
よ
う
な
歌
論
書
や
、
『
宝
物
集
』
の
よ

う
な
証
歌
の
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
仏
教
説
話
集
の
昭
君
説
話
に
も
取
り
込
ま
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

イ
、
『
宝
物
集
』
本
能
寺
本

ァ
、
『
俊
頼
髄
脳
』

み
る
た
び
に
か
が
ゑ
の
か
げ
の
つ
ら
き
か
な
か
か
ら
ざ
り
せ
ぱ
か
か
ら
ま
し
や
は

な
げ
き
こ
し
道
の
露
に
も
ま
さ
り
け
り
な
れ
に
し
さ
と
を
こ
ふ
る
涙
は

こ
の
歌
、
懐
円
と
赤
染
と
が
、
王
昭
君
を
詠
め
る
歌
な
り
。
（
以
下
『
今
昔
物
語
集
』
と
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
話
が
続
く
。
）

（
日
本
古
典
文
学
全
集
『
歌
論
集
』
）
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王
昭
君
が
王
宮
を
い
で
入
胡
国
に
ゆ
き
し
、
ざ
ま
は
か
は
れ
り
と
い
え
ど
も
、
此
心
に
侍
る
べ
し
。
胡
国
の
后
と
は
も
て
な
せ
ど
も
、

な
ら
は
い
旅
の
床
露
け
く
、
月
の
光
か
さ
な
れ
ど
、
な
ゑ
だ
に
く
ら
さ
れ
て
く
も
れ
り
。
た
だ
馬
上
に
し
て
、
昭
君
弾
曲
を
ひ
き
て
、

琵
琶
に
心
を
な
ぐ
さ
む
斗
な
り
。
此
こ
上
ろ
の
詩
歌
お
ほ
く
侍
る
め
り
。
少
々
申
侍
る
べ
き
な
り
。

胡
角
一
声
霜
後
夢
漢
宮
万
里
月
前
膓

お
も
ひ
き
や
ふ
る
き
都
を
立
は
な
れ
こ
の
よ
の
人
と
な
ら
ん
も
の
と
は
僧
都
懐
寿

見
る
か
ら
に
鏡
の
か
け
の
つ
ら
き
哉
か
皇
ら
ま
し
か
ば
か
生
ら
ま
し
や
は
快
円
法
師

な
げ
き
こ
し
道
の
露
に
も
ま
さ
り
け
り
な
れ
に
し
里
を
こ
ふ
る
涙
は
赤
染
衛
門

津
の
国
の
な
に
は
の
つ
承
の
む
く
ひ
に
て
我
身
一
を
あ
し
く
書
け
ん
顕
昭
法
師

心
か
ら
玉
の
も
く
づ
と
か
上
れ
に
き
な
に
か
ゑ
じ
ま
の
う
ら
ゑ
し
も
せ
ん
惟
宗
広
言
（
古
典
文
庫
）

こ
の
よ
う
に
懐
円
の
歌
は
昭
君
説
話
に
付
随
す
る
形
で
伝
承
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
於
て
、
王
昭
君
と
鏡
の
関
係
は
説
話
の

中
に
は
っ
き
り
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

王
昭
君
と
鏡
と
の
出
会
い
は
「
悲
劇
的
な
話
柄
」
と
「
鏡
と
美
女
の
約
束
事
」
が
見
事
に
一
体
化
さ
れ
、
文
学
的
必
要
条
件
を
十
分
に

満
た
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
文
学
表
現
上
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
関
係
と
な
っ
た
よ
う
で
、
『
唐
物
語
』
『
漢
故
事
和
歌
集
』
『
永
久
四

年
百
首
和
歌
』
『
夫
木
和
歌
抄
』
な
ど
の
説
話
や
和
歌
集
の
歌
に
種
々
形
を
変
え
な
が
ら
詠
み
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

ウ
、
『
唐
物
語
』
下

、
、
、

う
ぎ
世
ぞ
と
か
つ
は
し
る
／
＼
は
か
な
く
も
か
が
ゑ
の
か
げ
を
た
の
み
け
る
か
な

、
、
、

．
．
…
．
こ
の
人
は
か
が
み
の
く
も
り
な
ぎ
を
の
ゑ
た
の
ゑ
て
、
人
の
心
の
に
ど
れ
る
を
し
ら
ざ
り
け
り

（
続
群
書
類
従
）
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以
上
の
ご
と
く
、
昭
君
の
題
歌
中
、
一
つ
な
ら
ず
〈
鏡
〉
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
和
歌
の
世
界
に
於
て
昭
君
説
話
中
に

〈
鏡
〉
の
モ
チ
ー
フ
が
取
り
込
ま
れ
、
よ
り
強
く
結
び
つ
き
な
が
ら
、
独
自
の
展
開
を
操
り
広
げ
て
い
っ
た
こ
と
を
、
あ
る
程
度
明
ら
か

に
で
き
た
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
王
昭
君
と
鏡
の
結
び
つ
き
の
源
泉
に
は
『
長
恨
歌
』
の
「
芙
蓉
如
レ
面
柳
如
レ
眉
」
や
、
『
白
氏

文
集
』
巻
十
七
の
「
巫
女
廟
花
紅
似
レ
粉
昭
君
村
柳
翠
レ
於
レ
眉
」
な
ど
を
ふ
ま
え
て
作
ら
れ
た
『
後
撰
和
歌
集
』
巻
三
・
春
歌
下

力
、

オ
、
『
永
久
四
年
百
首
和
歌
』

エ
、
『
漢
故
事
和
歌
集
』

権
僧
正
公
朝
王
昭
君
と
い
ふ
こ
と
を

、
、
、

し
ら
さ
り
き
か
か
承
の
か
け
を
た
の
み
て
も
う
つ
し
か
へ
け
る
ふ
て
の
あ
と
ま
て

藤
原
定
家
王
昭
君
〔
文
治
二
年
百
首
王
昭
君
〕

、
、
、

う
つ
す
と
も
く
も
り
あ
ら
し
と
た
の
承
こ
し
か
か
ゑ
の
か
け
の
ま
つ
つ
ら
き
か
な

『
夫
木
和
歌
抄
』

権
僧
正
公
朝
干

王
昭
君

、

見
え
は
や
な
見
え
は
さ
り
と
も
思
ひ
出
る
鏡
に
身
を
も
か
へ
て
け
る
か
な

、

う
ぎ
世
そ
と
か
つ
は
し
る
ノ
、
は
か
な
く
も
鏡
の
影
を
た
の
糸
つ
る
哉

、
、
、

み
え
は
や
な
見
え
さ
り
と
も
思
ひ
出
る
か
上
ゑ
に
身
を
も
か
へ
て
け
る
か
な

俊
頼

俊
頼

（
７
）

（
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
）

（
５
）

（
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
）

（
６
）

（
一
条
冬
良
筆
本
）
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「
昭
君
」
の
前
場
は
、
〔
ク
セ
〕
の
昭
君
説
話
を
頂
点
に
会
話
を
主
体
と
し
て
進
行
す
る
の
で
あ
る
が
、
中
入
前
、
ワ
キ
の
問
い
に
対

し
て
、
シ
テ
と
ツ
レ
の
次
の
よ
う
な
〔
掛
ケ
合
〕
が
交
さ
れ
る
。

と
い
う
和
歌
が
あ
っ
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
よ
う
。

註（
１
）
詞
章
の
引
用
は
特
に
こ
と
わ
ら
な
い
限
り
、
天
理
図
書
館
蔵
無
署
名
室
町
末
期
写
本
上
掛
系
（
日
本
古
典
文
学
大
系
鉛
『
謡
曲
集
上
』
）
に
よ

（
２
）
車
屋
本
（
日
本
古
典
全
書
『
謡
曲
集
下
』
昭
犯
朝
日
新
聞
社
）
に
よ
る
。

（
３
）
『
後
拾
遺
和
歌
集
総
索
引
』
（
昭
副
清
文
堂
）

（
４
）
北
村
季
吟
の
『
八
代
集
抄
』
の
こ
の
歌
の
注
釈
に
は
「
見
る
た
ひ
に
か
塗
承
の
影
の
ｌ
是
も
昭
君
を
ょ
め
り
下
旬
両
説
也
か
く
美
色
な
ら
ず

ぱ
か
く
絵
に
悪
く
か
上
れ
て
胡
国
に
ゆ
か
ん
や
と
也
又
胡
地
に
て
鏡
を
ゑ
て
か
く
こ
坐
に
来
さ
ら
ま
し
か
は
か
く
を
と
ろ
へ
ま
し
や
は
と
也
」
と

昭
君
説
話
を
踏
ま
え
た
二
通
り
の
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
５
）
池
田
利
夫
著
『
日
中
比
較
文
学
の
基
礎
研
究
』
（
昭
⑱
笠
間
書
院
）

（
６
）
『
校
本
永
久
四
年
百
首
和
歌
と
そ
の
研
究
』
（
昭
開
笠
間
書
院
）

（
７
）
『
作
者
分
類
夫
木
和
歌
抄
』
本
文
編
（
昭
蛇
風
間
書
房
）

（
８
）
『
後
撰
和
歌
集
総
索
引
』
（
昭
副
大
阪
女
子
大
学
）

春
の
池
の
ほ
と
り
に
て
よ
み
人
し
ら
ず

は
る
の
日
の
影
そ
ふ
池
の
か
上
承
に
は
柳
の
ま
ゆ
そ
ま
つ
は
見
え
け
る

る
0

三
、
鏡
に
映
る
悌

（
８
）

（
天
福
本
）
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｢昭君」孜（小林）

こ
の
舞
台
展
開
の
背
後
に
は
、
明
ら
か
に
鏡
の
持
つ
呪
力
に
対
す
る
民
俗
的
信
仰
と
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
鏡
説
話
と
言
う
べ
き
も
の

が
み
ら
れ
よ
う
。
古
代
の
民
俗
信
仰
に
於
て
は
、
鏡
は
世
界
的
に
太
陽
神
の
象
徴
と
さ
れ
て
い
た
し
、
破
邪
顕
正
的
な
鑑
識
力
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
、
さ
ら
に
、
こ
れ
に
姿
を
写
し
た
人
の
魂
が
籠
っ
て
い
る
と
し
て
、
そ
の
人
の
形
身
と
し
て
の
重
要
な
意
味
を
持
つ
と
考
え
ら

（
２
）

れ
た
。
ま
た
、
「
鏡
に
は
恋
し
き
人
の
映
る
な
り
」
と
い
う
説
話
は
、
そ
の
信
仰
に
支
え
ら
れ
て
、
古
代
か
ら
広
く
流
布
を
み
た
話
柄
で

あ
る
。
曲
中
で
語
ら
れ
る
「
と
う
よ
う
．
し
ん
や
う
・
と
げ
つ
」
の
鏡
潭
は
、
残
念
な
が
ら
そ
の
典
拠
を
検
索
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ

（
３
）

り
、
従
っ
て
そ
の
中
国
の
故
事
が
ど
の
程
度
室
町
時
代
に
お
い
て
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
だ
っ
た
か
知
る
よ
し
も
な
い
。
し
か
し
、
「
昭
君
」
の
構

想
に
直
接
的
な
影
響
を
与
え
た
の
は
、
む
し
ろ
能
作
者
の
近
辺
に
あ
っ
た
鏡
説
話
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

シ
テ
昔
た
う
よ
う
と
言
つ
し
人
、
仙
女
と
契
り
を
籠
め
浅
か
ら
ざ
り
し
に
、
仙
女
空
し
く
な
り
て
後
、
桃
の
花
を
鏡
に
映
せ
ば
、
さ

な
が
ら
仙
女
の
姿
見
え
け
る
と
な
り
、
こ
の
柳
も
さ
な
が
ら
昭
君
の
姿
、
い
ざ
さ
せ
給
へ
鏡
に
映
し
て
影
を
見
ん
ツ
レ
そ
れ
は
仙

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

女
の
姿
な
り
、
い
か
で
こ
れ
に
は
譽
ふ
く
ぎ
シ
テ
い
や
そ
れ
の
承
な
ら
ず
鏡
に
は
、
恋
し
き
人
の
映
る
な
り
シ
レ
バ
夢
の
姿
を

映
し
し
は
シ
テ
し
ん
や
う
が
持
ち
し
真
澄
鏡
ツ
レ
ベ
古
里
を
鏡
に
映
し
し
は
シ
テ
と
げ
つ
と
言
つ
し
旅
人
な
り
ツ
レ
へ
そ

れ
は
昔
に
年
を
経
て
シ
テ
ヘ
花
の
鏡
と
な
る
水
は
地
へ
散
り
掛
か
る
花
や
曇
る
ら
ん
、
思
ひ
は
い
と
ど
真
澄
鏡
、
も
し
も
姿
を

見
る
や
と
、
ゑ
ん
と
ん
に
向
っ
て
泣
き
居
た
り
、
ゑ
ん
と
ん
に
向
か
っ
て
泣
き
居
た
り
。

（
１
）

こ
こ
で
中
入
と
な
る
。
流
派
に
よ
っ
て
は
間
狂
言
の
「
シ
ャ
ベ
リ
」
が
あ
り
、
そ
の
後
に
後
ツ
レ
、
天
冠
・
唐
織
壺
折
・
摺
箔
・
白
大

口
と
い
う
出
立
の
昭
君
の
幽
魂
の
登
場
と
な
る
。

昭
君
へ
こ
れ
は
胡
国
に
移
さ
れ
し
、
王
昭
君
の
幽
魂
な
り
、
さ
て
も
父
母
別
か
れ
を
悲
し
み
、
春
の
柳
の
木
の
も
と
に
、
泣
き
沈
承

給
ふ
痛
は
し
さ
よ
・
わ
れ
も
急
ぎ
鏡
に
映
り
、
父
母
に
姿
を
見
え
申
さ
ん
へ
春
の
夜
の
、
朧
月
夜
に
身
を
な
し
て
地
へ
曇
り
な

給
ふ
痛
は
し
さ
よ
・

が
ら
も
影
見
え
ん
。
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例
え
ば
、
『
更
級
日
記
』
の
「
母
一
尺
の
鏡
を
鋳
さ
せ
て
」
の
条
に
は
、
作
者
の
未
来
を
予
見
す
る
鏡
の
話
が
で
て
く
る
。
こ
こ
に
は
、

鏡
に
対
す
る
畏
怖
に
も
似
た
純
粋
な
信
仰
心
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
信
仰
を
抜
き
に
し
て
は
鏡
説
話
は
生
ま
れ
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

藤
原
定
家
が
若
き
日
の
情
熱
を
傾
け
た
一
大
ロ
マ
ン
で
あ
る
『
松
浦
宮
物
語
』
の
構
想
の
大
詰
に
は
「
か
た
承
の
鏡
」
の
段
が
置
か
れ
、

形
見
の
鏡
中
に
主
人
公
が
か
つ
て
契
っ
た
母
后
の
悌
が
映
る
と
い
う
幻
想
的
な
場
面
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
背
景
に
長
谷
寺
信
仰

（
４
）
（
５
）

が
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
伊
勢
神
宮
の
天
照
太
神
信
仰
に
結
び
つ
く
こ
と
は
、
松
本
寧
氏
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
鏡
説
話
の
プ
ロ

ッ
ト
と
し
て
は
、
ま
ず
形
見
の
鏡
が
あ
り
、
そ
し
て
、
そ
の
「
鏡
に
は
恋
し
き
人
の
映
る
な
り
」
と
い
う
類
型
化
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
で

あ
る
。
そ
こ
か
ら
、
中
世
に
入
っ
て
『
古
今
和
歌
集
』
の
註
釈
の
世
界
を
中
心
に
広
が
り
を
見
せ
る
、
カ
グ
ャ
姫
説
話
へ
の
流
れ
が
想
起

（
６
）
（
７
）
（
８
）
（
９
）

鎌
倉
期
成
立
の
『
古
今
和
歌
集
序
間
書
三
流
抄
』
は
、
伊
藤
正
義
氏
・
片
桐
洋
一
氏
・
熊
沢
れ
い
子
氏
・
三
輪
正
胤
氏
等
に
よ
っ
て
、

近
年
と
承
に
謡
曲
と
の
密
接
な
関
係
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
に
鏡
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
記
事
が
み
ら
れ

ブ
（
》
○

で
き
よ
う
。

、
、
、
、

三
年
ヲ
経
テ
、
彼
女
、
王
二
申
サ
ク
三
頁
天
女
ナ
リ
。
君
昔
契
有
テ
、
今
下
界
一
一
下
ル
。
今
〈
縁
既
二
尽
タ
リ
ト
テ
、
鏡
ヲ
形
見

、
、
、
、
、

二
奉
テ
失
ヌ
。
王
、
此
鏡
ヲ
抱
テ
寝
玉
フ
。
胸
一
一
コ
ガ
ル
ル
思
上
、
火
卜
成
テ
鏡
二
付
テ
、
ワ
キ
カ
ヘ
リ
ノ
、
ス
。
ヘ
テ
消
エ
ズ
・

（
『
中
世
古
今
集
注
釈
書
解
題
』
二
）

（
皿
）

こ
の
説
話
の
背
景
に
形
見
の
鏡
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
既
に
多
く
の
先
学
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
鏡
の
持
つ

イ
メ
ー
ジ
が
信
仰
と
絢
交
ぜ
に
な
っ
て
説
話
化
さ
れ
て
い
く
一
過
程
が
見
て
と
れ
よ
う
。
そ
れ
よ
り
少
し
遅
れ
て
鎌
倉
後
期
成
立
と
い
わ

れ
る
『
毘
沙
門
堂
古
今
集
註
』
は
、
『
三
流
抄
』
の
影
響
下
に
あ
る
も
の
で
同
様
の
カ
グ
ャ
姫
説
話
を
載
せ
る
が
、
室
町
期
に
入
り
了
誉

の
註
し
た
応
永
十
三
年
奥
書
『
古
今
序
註
』
に
な
る
と
、
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「
南
無
婦
人
カ
グ
ャ
仙
媚
」
ト
唱
ヘ
ヶ
レ
バ
、
内
院
ヨ
リ
一
道
ノ
香
雲
立
ノ
ボ
ル
・
雲
ノ
浅
間
二
仙
女
形
ヲ
現
ジ
、
老
翁
ガ
モ
テ
ル

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

鏡
二
玉
容
ホ
ノ
カ
ニ
移
り
玉
フ
。
老
翁
取
付
奉
ラ
ン
ト
ス
レ
バ
、
是
ル
非
ル
遥
進
ト
シ
テ
内
院
へ
下
り
玉
フ
。
老
翁
ガ
手
一
一
モ
テ
ル

、
、
、

鏡
ノ
影
サ
ヘ
漂
々
悠
々
ト
シ
テ
消
ナ
ン
ト
ス
・

（
『
中
世
古
今
集
注
釈
書
解
題
』
二
）

と
い
う
よ
う
に
、
カ
グ
ャ
姫
の
悌
が
形
見
の
鏡
に
映
る
と
い
う
鏡
説
話
の
類
型
化
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
同
様
の
説
話
を
座
頭
で
あ
る

城
呂
が
語
っ
て
い
た
こ
と
が
、
『
臥
雲
日
件
録
抜
尤
』
文
安
四
年
二
月
廿
日
の
条
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
類
型
化
さ
れ
た

鏡
説
話
が
民
間
に
広
く
伝
播
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。
「
昭
君
」
の
作
者
は
、
そ
れ
ら
の
鏡
説
話
を
背
景
に
し
て
、
鏡
中
に
亡
ぎ

昭
君
の
悌
が
映
る
と
い
う
前
場
の
構
成
を
組
み
立
て
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

鏡
中
に
映
る
悌
は
、
な
に
も
女
性
ば
か
り
と
は
限
ら
な
い
。
鏡
説
話
で
大
事
な
の
は
「
鏡
に
は
恋
し
き
人
の
映
る
な
り
」
と
い
う
プ
ロ

（
ｕ
）

ツ
ト
な
の
で
あ
る
。
そ
の
根
源
を
『
肥
前
風
土
記
』
ま
で
遡
ら
せ
る
こ
と
の
で
き
る
松
浦
佐
用
姫
伝
説
は
、
形
見
の
鏡
を
モ
チ
ー
フ
と
し

た
佐
用
姫
と
狭
手
彦
の
悲
恋
證
で
あ
り
、
鏡
説
話
の
一
典
型
で
あ
る
が
、
鏡
に
映
る
の
は
佐
用
姫
で
は
な
く
て
男
の
狭
手
彦
で
あ
る
。
世

（
翅
）

阿
弥
は
こ
れ
を
本
説
と
し
て
女
執
心
物
「
松
浦
の
能
」
を
作
能
し
た
。
「
松
浦
の
能
」
は
「
昭
君
」
等
の
一
連
の
鏡
物
の
よ
う
に
鬼
能
と

は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
「
鏡
に
は
恋
し
き
人
の
映
る
な
り
」
と
い
う
プ
ロ
ッ
ト
が
、
劇
的
改
変
に
適
し
て
い
た
で
あ
ろ
う

こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
の
で
あ
る
。

註（
１
）
『
狂
言
集
成
』
の
和
泉
流
間
狂
言
に
『
金
春
の
能
な
り
。
間
な
し
に
て
も
す
む
。
先
づ
昭
君
に
は
間
こ
れ
な
ぎ
を
習
と
す
る
。
」
と
あ
る
よ
う

に
、
ア
イ
が
な
い
の
を
本
則
と
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
２
）
鏡
に
関
す
る
論
考
は
多
い
が
、
最
近
の
も
の
で
は
斎
藤
孝
氏
「
古
代
の
社
寺
信
仰
と
鏡
」
（
日
本
古
代
文
化
の
探
究
『
鏡
』
森
造
一
編
昭
昭

・
９
社
会
思
想
社
）
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

（
３
）
関
白
豊
臣
秀
次
の
命
に
よ
り
慶
長
年
間
に
山
科
言
経
・
鳥
飼
道
蜥
ら
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
本
邦
初
の
謡
曲
の
注
釈
書
で
あ
る
『
謡
抄
』
に
は
、
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こ
こ
で
問
題
の
視
点
を
〈
鏡
〉
か
ら
、
前
場
の
も
う
一
つ
の
重
要
な
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
〈
柳
〉
に
向
け
て
み
た
い
。
前
シ
テ
の
二
段
構

成
に
な
っ
た
出
の
後
、
ワ
キ
と
シ
テ
の
次
の
よ
う
な
〔
問
答
〕
と
な
る
。

「
桃
花
ヲ
カ
マ
ミ
’
一
ゥ
ツ
セ
ゞ
〈
桃
ノ
花
ヲ
ヵ
了
、
、
’
一
ウ
ッ
ス
事
ノ
故
事
ヲ
ミ
ザ
ル
也
。
シ
ン
ャ
ウ
ガ
モ
チ
シ
マ
ス
鏡
鏡
ノ
故
事
二
此
事
不
し
見
。

ト
ゲ
ッ
ト
イ
ッ
シ
旅
人
也
ト
ゲ
ッ
、
未
喀
知
ラ
澪
・
」
と
典
拠
不
明
の
由
が
注
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）
『
屋
代
本
平
家
物
語
』
の
剣
巻
之
下
に
は
「
天
照
太
神
ノ
天
ノ
岩
戸
二
閑
籠
ラ
セ
給
ヒ
シ
時
我
形
見
ヲ
移
シ
留
ム
子
孫
一
一
此
鏡
ヲ
見
テ
我
ヲ
見

ル
カ
如
ク
思
シ
食
ト
テ
鋳
移
給
ヘ
ル
鏡
ナ
リ
」
と
の
話
が
ゑ
ら
れ
る
が
、
中
世
に
於
て
天
照
太
神
と
鏡
と
の
結
び
付
き
も
強
い
も
の
で
あ
っ
た
よ

（
５
）
「
母
一
尺
の
鏡
を
鋳
さ
せ
て
ｌ
『
更
級
日
記
』
と
長
谷
寺
信
仰
ｌ
」
（
『
国
学
院
雑
誌
』
昭
弘
・
４
）

（
６
）
「
謡
曲
高
砂
雑
考
」
（
『
文
林
』
６
昭
諏
・
３
）
、
「
謡
曲
『
富
士
山
』
考
」
（
言
語
と
文
芸
』
“
昭
“
・
５
）
、
「
古
今
注
の
世
界
ｌ
そ
の
反

映
と
し
て
の
中
世
文
学
と
謡
曲
」
（
『
観
世
』
昭
妬
・
６
）

（
７
）
『
中
世
古
今
集
注
釈
書
解
題
』
一
・
二
（
昭
妬
・
加
’
昭
蛆
・
４
赤
尾
照
文
堂
）

（
８
）
「
古
今
集
と
謡
曲
ｌ
中
世
古
今
注
と
の
関
連
に
お
い
て
ｌ
」
（
『
国
語
国
文
』
昭
妬
・
加
）

（
９
）
「
鎌
倉
後
期
成
立
の
古
今
和
歌
集
序
註
に
つ
い
て
（
中
）
」
（
『
文
庫
』
”
昭
娼
・
２
）

（
皿
）
三
谷
栄
一
氏
「
竹
取
翁
の
文
学
」
（
『
物
語
文
学
史
論
』
昭
”
有
精
堂
）
・
「
竹
取
物
語
と
竹
取
説
話
の
展
開
不
死
薬
と
形
見
の
鏡
」
（
『
物
語

史
の
研
究
』
昭
蛇
有
精
室
）
、
片
桐
洋
一
氏
『
中
世
古
今
集
注
釈
書
解
題
』
一
、
田
口
守
氏
「
竹
取
物
語
と
中
世
竹
取
翁
伝
説
ｌ
姫
の
結
婚
と

結
婚
拒
否
の
間
ｌ
」
（
『
中
世
文
学
』
躯
昭
弘
・
４
）
な
ど
が
あ
る
。

（
ｕ
）
『
肥
前
風
土
記
』
以
降
、
歌
論
集
で
あ
る
『
袖
中
抄
』
『
和
歌
童
蒙
抄
』
や
、
説
話
集
『
十
訓
抄
』
な
ど
に
み
ら
れ
る
。

（
昭
）
「
応
永
三
十
四
年
十
月
日
」
奥
書
の
世
阿
弥
自
筆
本
（
観
世
宗
家
蔵
）
が
存
す
る
。
室
町
中
期
ま
で
「
松
浦
鏡
」
の
名
で
伝
え
ら
れ
、
後
に
廃

曲
と
な
っ
た
が
、
昭
和
犯
年
に
観
世
流
に
よ
り
復
曲
上
演
さ
れ
た
。

う
だ
。

四
、
「
昭
君
」
と
柳
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ワ
キ
申
し
た
き
こ
と
の
候
、
こ
の
柳
の
木
の
も
と
を
立
ち
去
ら
ず
ご
ざ
候
ふ
は
な
に
と
申
し
た
る
お
ん
こ
と
に
て
候
ふ
ぞ
シ
テ
げ

に
よ
く
ご
不
審
候
、
昭
君
胡
国
へ
流
さ
れ
し
時
、
こ
の
柳
を
植
ゑ
置
き
、
わ
れ
胡
国
に
て
空
し
く
な
ら
ぱ
、
こ
の
柳
も
枯
れ
う
ず
る

と
申
し
候
ひ
つ
る
が
胡
ご
覧
候
へ
は
や
片
枝
の
枯
れ
て
候
・

こ
の
後
、
昭
君
が
胡
国
へ
移
さ
れ
る
顛
末
が
〔
ク
セ
〕
で
語
ら
れ
て
〔
問
答
〕
と
な
り
、
そ
し
て
先
に
引
用
し
た
〔
掛
ヶ
合
〕
と
進
む
の

で
あ
る
が
、
再
度
、
必
要
な
部
分
を
引
く
と
、

ワ
キ
昭
君
胡
国
へ
移
さ
れ
し
謂
は
れ
は
承
り
候
ひ
ぬ
、
ま
た
思
ひ
出
だ
し
た
る
こ
と
の
候
、
こ
の
柳
を
鏡
に
映
し
、
昭
君
の
影
を
ご

覧
候
へ
〈
中
略
〉
シ
テ
こ
の
柳
も
さ
な
が
ら
昭
君
の
姿
、
い
ざ
さ
せ
給
へ
鏡
に
映
し
て
影
を
見
ん

と
な
っ
て
い
て
、
こ
れ
ら
の
詞
章
か
ら
、
〈
柳
〉
が
胡
国
へ
移
さ
れ
た
昭
君
の
運
命
を
暗
示
す
る
伏
線
と
し
て
、
ま
た
ツ
レ
で
あ
る
昭
君

の
幽
魂
を
出
現
さ
せ
る
契
機
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
〈
柳
〉
は
〈
鏡
〉
と
並
ん
で
、
構
想
上
な
く
て
は
な

ら
な
い
モ
チ
ー
フ
な
の
で
あ
っ
た
。

（
１
）

室
町
末
期
、
金
春
流
の
シ
テ
方
と
し
て
活
躍
し
た
下
問
少
進
の
型
付
書
で
あ
る
『
舞
台
の
図
』
『
舞
台
抄
』
を
み
る
と
、
作
り
物
と
し

て
、
正
先
の
鏡
台
と
共
に
、
か
つ
て
は
目
付
柱
の
あ
た
り
に
柳
の
木
の
作
り
物
が
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
伊
藤
正
義
氏

（
２
）

が
紹
介
さ
れ
た
、
神
宮
文
庫
蔵
『
能
間
・
作
物
作
法
』
の
「
せ
う
く
ん
」
の
条
に
は
、

、
、
、
、
、
、

初
作
物
、
柳
出
る
。
ふ
た
い
さ
き
、
ワ
キ
の
方
へ
よ
せ
て
置
・
又
く
せ
舞
の
す
へ
、
「
中
に
も
せ
う
く
ん
〈
、
な
ら
ふ
方
な
き
び
人

に
て
、
ふ
か
と
の
お
ほ
へ
た
り
し
な
り
」
と
い
ふ
と
ぎ
、
か
上
み
出
ル
。
ふ
た
い
さ
ぎ
の
右
之
方
へ
よ
せ
て
お
く
也
・
あ
ひ
な
し
。

又
あ
ひ
語
事
も
有
。
其
時
〈
立
あ
ひ
、
あ
と
、
ふ
れ
あ
り
。

と
記
さ
れ
て
お
り
、
現
行
で
は
〔
ク
セ
〕
の
途
中
で
鏡
台
だ
け
出
さ
れ
る
が
、
鏡
と
柳
の
両
方
の
作
り
物
を
出
す
の
が
古
型
で
あ
っ
た
ろ

う
。
作
り
物
は
、
面
や
装
束
と
共
に
一
曲
の
性
格
を
象
徴
す
る
こ
と
が
し
ば
ノ
、
あ
る
。
「
昭
君
」
が
「
鏡
の
能
」
と
別
称
さ
れ
て
い
た
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こ
と
は
先
に
述
べ
た
が
、
禅
竹
の
『
五
音
三
曲
集
』
に
、

柳
の
能
に
、
「
落
葉
の
つ
も
る
」
、
「
ち
」
の
字
、
わ
る
く
い
へ
ぱ
力
節
也
。

と
「
昭
君
」
の
シ
テ
次
第
の
一
節
を
引
く
こ
と
か
ら
、
「
柳
の
能
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
柳
の
持
つ
イ
メ
ー
ジ
も
、

鏡
に
劣
ら
ず
強
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
昭
君
の
運
命
を
予
告
す
る
〈
柳
〉
の
モ
チ
ー
フ
が
『
和
漢
朗
詠
集
』
「
柳
」
の

照
君
村
ノ
柳
〈
眉
ヨ
リ
翠
ナ
リ

か
ら
発
想
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
既
に
先
学
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
註
釈
に
「
昭
君
」
の
本
説
と
よ
り
近
い
昭
君
説
話

が
採
ら
れ
て
お
り
、
む
し
ろ
そ
ち
ら
が
能
作
者
に
直
接
的
な
影
響
を
与
え
た
よ
う
で
あ
る
。

（
３
）

『
和
漢
朗
詠
集
私
註
』
は
信
阿
、
つ
ま
り
覚
明
の
手
に
成
る
平
安
末
期
成
立
の
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
註
釈
書
で
あ
り
、
永
済
の
『
和
漢

（
４
）
（
５
）

朗
詠
集
註
』
と
共
に
朗
詠
の
註
と
し
て
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
内
閣
文
庫
蔵
『
倭
漢
朗
詠
集
私
注
』
の
「
柳
Ｉ
巫
女
廟
花
紅
し
似
し
粉

照
君
村
柳
翠
レ
於
レ
眉
」
の
註
釈
を
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
説
話
が
付
さ
れ
て
い
る
。

ム
メ

漢
書
日
王
昭
君
者
高
宗
帝
之
正
批
也
君
ノ
母
祝
テ
立
多
一
樹
ヲ
｜
而
我
子
若
寵
愛
ア
ラ
ハ
此
／
樹
栄
盛
ナ
ラ
ン
若
寵
愛
絶
セ
ハ
枯
ン
也
樹
則
枯
死
〆

「
漢
書
日
」
と
あ
る
が
『
漢
書
』
中
に
こ
れ
に
該
当
す
る
話
は
見
当
ら
な
い
。
覚
明
が
ど
こ
か
ら
こ
の
話
を
引
い
た
か
は
不
明
と
し
か
言

い
よ
う
が
な
い
が
、
平
安
末
期
に
は
こ
の
よ
う
な
昭
君
の
柳
の
説
話
が
あ
っ
た
事
実
は
認
め
ら
れ
よ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
説
話
は
大
き
く

形
を
変
え
る
こ
と
な
く
、
一
つ
の
流
れ
を
な
す
の
で
あ
る
。
豊
原
統
秋
著
、
永
正
九
年
成
立
の
総
合
的
な
楽
書
で
あ
る
『
体
源
抄
』
に

い
よ
う
が
な
い
が
、
平
安
末
銅

形
を
変
え
る
こ
と
な
く
、
三

は
、
次
の
記
事
が
承
ら
れ
る
。

巻
十
一
ノ
下
「
王
昭
君
後
改
王
明
君
」

斉
国
ノ
王
穰
力
女
ナ
リ
。
或
〈
襄
王
ノ
女
、
十
七
ノ
歳
メ
サ
レ
テ
元
帝
ノ
后
ト
ナ
ル
・
参
ル
ト
テ
ヲ
ャ
ニ
云
ヤ
ウ
、
我
后
二
召
し
テ

ョ
カ
ル
ヘ
ク
ハ
、
此
家
ノ
メ
ク
リ
ノ
柳
サ
カ
ヘ
ム
ス
ラ
ム
、
ワ
ル
カ
ル
ヘ
ク
ハ
カ
レ
ン
ト
テ
后
ニ
マ
ヒ
リ
ニ
キ
。
始
ハ
メ
テ
タ
ク
サ
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｢昭君」孜（小林）

こ
れ
を
『
私
註
Ｌ

の
関
係
」
に
つ
い
一

で
は
な
く
、
『
私
詳

（
６
）

庵
酔
醒
記
』
に
も
、

昭
君
村
ノ
柳

昭
君
村
の
柳
は
陶
州
四
十
里
に
あ
り
と
云
王
昭
君
は
孝
宗
皇
帝
の
き
ざ
ぎ
な
り
君
の
母
祝
し
て
一
樹
を
う
へ
て
我
か
子
の
も
し
寵
愛

な
ら
は
さ
か
へ
む
も
し
寵
と
絶
な
は
こ
の
木
か
れ
な
む
と
契
け
れ
は
と
ぎ
に
し
た
か
ひ
て
か
る
上
と
な
り

こ
れ
は
、
予
言
を
昭
君
で
は
な
く
母
が
語
っ
た
よ
う
に
な
っ
て
い
る
点
、
『
私
註
』
に
近
い
形
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
伝
承
も
多
岐

で
あ
り
一
様
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
こ
の
よ
う
な
説
話
の
流
れ
の
中
か
ら
、
運
命
を
予
告
す
る
柳

の
木
の
モ
チ
ー
フ
が
昭
君
説
話
中
に
固
定
し
、
謡
曲
作
者
に
摂
取
さ
れ
た
と
考
え
る
の
は
妥
当
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
枯
れ
か
け
た

柳
の
木
を
鏡
に
映
す
こ
と
で
亡
ぎ
昭
君
の
悌
を
映
し
出
そ
う
と
す
る
趣
向
こ
そ
が
、
先
の
二
つ
の
段
で
述
べ
た
く
鏡
〉
と
、
本
殿
で
説
い

た
〈
柳
〉
と
い
う
二
つ
の
モ
チ
ー
フ
を
う
ま
く
融
合
さ
せ
た
も
の
で
、
実
は
こ
こ
に
謡
曲
作
者
の
手
柄
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
１
）
『
下
問
少
進
集
Ｉ
』
（
能
楽
資
料
集
成
１
昭
蝸
わ
ん
や
書
店
）
所
収
。

（
２
）
『
文
学
史
研
究
』
岨
（
昭
別
・
８
）
に
紹
介
・
翻
刻
さ
れ
た
。
江
戸
時
代
ご
く
初
期
筆
の
間
狂
言
と
作
り
物
に
関
す
る
資
料
で
あ
り
、
間
狂
言

の
「
ま
と
ま
っ
た
資
料
と
し
て
は
最
古
に
属
す
る
」
と
言
わ
れ
る
。

（
３
）
信
救
、
信
阿
、
覚
明
が
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
は
、
太
田
次
男
氏
「
釈
信
救
と
そ
の
著
作
に
つ
い
て
Ｉ
附
・
新
楽
府
略
意
二
種
の
翻
印
ｌ
」
（
『
斯

道
文
庫
論
集
』
第
五
輯
昭
“
・
７
）
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
注
釈
と
謡
曲
と
の
関
係
は
、
伊
藤
正
義
氏
「
能
と
古
典
文
学
」
（
『
別
冊
太
陽
』
朋
昭
弱
。
ｕ
平
凡
社
）
が
指
摘
さ
れ

註

カ
ヘ
タ
リ
シ
ナ
リ
。
其
ヵ
後
二
胡
国
ノ
エ
ヒ
ス
ニ
ト
ラ
レ
テ
ク
タ
リ
シ
時
〈
、
一
夜
ノ
ウ
チ
’
一
柳
カ
レ
ニ
キ
。
（
日
本
古
典
全
集
）

れ
を
『
私
註
』
の
説
話
と
比
べ
る
と
、
よ
り
詳
し
い
話
と
な
っ
て
い
る
。
前
者
に
於
て
、
そ
の
母
が
語
っ
た
「
柳
と
王
昭
君
の
運
命

係
」
に
つ
い
て
を
、
昭
君
が
自
分
で
言
い
残
し
て
い
く
点
な
ど
謡
曲
と
近
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
が
、
話
柄
を
変
え
る
ほ
ど
の
も
の

な
く
、
『
私
註
』
の
説
話
の
延
長
線
上
に
位
置
す
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
室
町
時
代
末
期
成
立
と
言
わ
れ
る
『
月

次
の
よ
う
な
同
内
容
の
説
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。
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第
三
段
に
於
て
、
鏡
中
に
次
元
を
超
え
た
「
恋
し
き
人
の
映
る
な
り
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
本
殿
で
は
鏡
の
持
つ

も
う
一
つ
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
鏡
と
冥
途
の
鬼
と
の
関
係
を
探
り
た
い
。

鏡
の
持
つ
本
来
的
な
機
能
は
、
有
り
の
ま
ま
の
姿
を
そ
の
ま
ま
映
す
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
王
昭
君
の
よ
う
な
美
し
い
も
の
も
映
せ

ば
、
醜
い
も
の
も
そ
の
ま
ま
映
す
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
も
当
然
の
ご
と
く
あ
っ
た
。
そ
の
端
的
な
例
が
地
獄
の
閻
魔
庁
に
有
り
、
堕
ち
た
人

々
の
罪
業
を
こ
と
人
、
く
映
し
出
す
と
い
う
浄
玻
璃
の
鏡
で
あ
り
、
終
曲
の
〔
キ
リ
〕
で
も
「
へ
罪
を
現
は
す
浄
玻
璃
は
、
そ
れ
も
隠
れ

（
１
）

は
よ
も
あ
ら
じ
」
と
う
た
わ
れ
て
い
る
。

平
安
時
代
、
源
信
の
著
し
た
『
往
生
要
集
』
以
来
、
広
く
仏
教
信
仰
の
対
象
と
し
て
崇
め
ら
れ
、
か
つ
畏
怖
さ
れ
て
き
た
地
獄
は
、
よ

り
視
覚
的
な
効
果
を
ね
ら
っ
て
絵
画
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
が
地
獄
絵
で
、
そ
の
こ
ろ
の
地
獄
絵
は
い
わ
ゆ
る
六
道
絵
が
中
心

で
あ
っ
た
。
八
大
地
獄
に
於
て
、
亡
者
・
罪
人
が
鬼
形
の
獄
卒
に
壮
絶
な
呵
責
を
受
け
る
と
い
う
鮮
烈
な
場
面
が
、
絵
巻
に
、
屏
風
に
、

そ
し
て
掛
幅
に
と
展
開
さ
れ
、
時
に
は
地
獄
語
り
の
絵
解
に
使
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
が
、
い
か
に
人
々
の
眼
を
驚
か
し
め
、
心
胆

を
震
え
上
ら
せ
た
か
は
『
枕
草
子
』
の
記
事
や
、
西
行
法
師
の
詠
歌
な
ど
に
よ
く
顕
れ
て
い
る
。
鎌
倉
時
代
以
後
、
中
世
に
入
る
と
地
獄

て
い
る
。

（
５
）
『
倭
漢
朗
詠
集
私
注
』
六
巻
室
町
末
写
本
一
冊
、
緤
色
表
紙
、
二
六
・
○
×
一
八
・
七
糎
、
単
墨
界
二
○
・
○
×
一
六
・
一
糎
、
一
面
九

行
、
毎
行
廿
字
書
き
、
注
は
小
字
双
行
、
浅
草
文
庫
の
印
記
あ
り
。

（
６
）
吉
田
幸
一
氏
蔵
『
月
庵
酔
醒
記
』
上
中
下
三
冊
、
天
正
頃
の
写
と
言
わ
れ
る
。
橘
守
部
旧
蔵
、
椎
本
文
庫
の
印
記
あ
り
。

五
、
浄
玻
璃
の
鏡
と
倶
生
神
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｢昭君」牧（小林）

絵
の
様
相
に
変
化
が
ぷ
ら
れ
る
ょ
う
に
な
る
。
中
国
で
独
自
な
成
長
を
と
げ
た
十
王
図
の
影
響
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
よ

（
２
）

り
従
来
の
六
道
絵
・
地
獄
絵
も
十
王
図
の
影
響
を
受
け
て
、
其
府
の
場
面
が
必
ず
付
け
加
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
や
央
に
濁
篭
王
を

（
２
）

Ｌ
、
其
府
の
場
面
が
必
ず
付
け
加
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
中
央
に
閻
魔
王
を

描
き
、
そ
の
下
に
泰
山
府
君
・
五
道
大
神
を
初
め
と
す
る
諸
冥
官
が
描

か
れ
た
閻
魔
庁
で
の
裁
き
の
場
に
登
場
し
、
罪
人
達
の
前
世
の
悪
行
を

す
べ
て
映
し
出
す
と
い
う
重
要
な
役
日
を
果
す
の
が
浄
玻
璃
の
鏡
で
あ

代時

る
。
冥
府
界
を
詳
細
に
解
説
し
、
庶
民
に
浸
透
さ
せ
た
の
は
『
地
蔵
菩

朝上

（
３
）

開
朧
発
心
因
縁
十
王
経
』
を
も
っ
て
第
一
と
す
べ
き
で
あ
る
が
、
次
に
引

ｊ蝋
羅
蕊
窪
霊
砿
崎
蓬
躍

卜
毎
の
鏡
の
力
は
喧
伝
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ｊ禾
巨
Ｔ
Ｌ５昭

ァ
、
『
恐
迷
発
心
集
』

Ｊ

Ｂ

趣
絵

就
中
、
五
官
王
断
罪
若
有
説
。
浄
頗
利
之
鏡
影
設
無
写
。
於
転
識

緑
噸

寺
ｒ
頼
耶
念
々
薫
修
者
、
不
可
朽
不
可
失
。
日
業
自
得
因
果
必
然
也
。

度
く

士
心

（
『
続
群
書
類
従
』
）

ｒｌ

ィ
、
『
栂
尾
明
恵
上
人
遺
訓
』

区
Ｂ
人
は
常
に
浄
玻
璃
の
鏡
に
、
日
夜
の
振
舞
の
う
つ
る
事
を
思
く
し
。

是
は
陰
れ
た
る
所
な
れ
ば
、
是
は
心
中
に
霜
に
思
へ
ぱ
人
知
じ
と
、

思
ふ
く
か
ら
ず
。
曇
り
陰
れ
な
く
、
彼
の
鏡
に
う
つ
る
、
恥
が
ま

19
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踊
り
即
チ
鬼
共
勅
定
ヲ
蒙
テ
罪
人
ノ
左
右
ノ
手
ヲ
取

ヒ
サ

ク
ウ
｜
プ
ン
ヲ
ゾ
ヒ
ラ

カ
、
、
、
、
ナ
カ

ヲ

ア
モ

ゴ
ア
ヒ
ダ
ッ
ク
リ

Ｄ
ノ
コ
Ⅲ
タ

テ
提
ゲ
光
明
院
ノ
宮
殿
ヲ
排
キ
九
面
ノ
鏡
ノ
中
一
一
此
罪
人
ヲ
置
ク
’
二
々
ノ
鏡
ノ
面
テ
｜
二
期
ノ
間
作
ト
作
タ
リ
シ
罪
業
残
ナ

モ
レ

ウ
カ
ヒ
ウ
ツ
リ
ク
マ

ク
人
ニ
モ
知
レ
ズ
心
口
一
二
思
ヒ
シ
念
々
ノ
悪
業
マ
テ
ー
モ
漏
ズ
サ
ラ
リ
ト
浮
遷
テ
隈
モ
ナ
シ

こ
の
よ
う
な
例
か
ら
も
、
唱
導
僧
ら
の
強
力
な
布
教
心
を
媒
介
と
し
て
、
浄
玻
璃
の
鏡
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
広
汎
に
庶
民
に
伝
播
浸
透
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
浮
浄
玻
璃
の
鏡
は
信
仰
心
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
『
撰
集
抄
』
『
私
聚
百
因
縁
集
』
『
沙
石
集
』
な
ど
の

仏
教
説
話
集
に
於
て
恰
好
の
題
材
と
な
り
、
冥
府
世
界
に
無
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
し
て
、
人
々
の
心
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
く
の
で

あ
る
。
そ
の
様
子
を
次
に
引
く
。

エ
、
『
撰
集
抄
』
巻
一
、
「
行
賀
僧
都
之
事
」

此
世
い
た
づ
ら
に
馳
せ
す
ぎ
て
、
閻
魔
の
庁
廷
に
、
い
た
り
て
、
功
徳
罪
障
の
較
量
あ
り
て
、
善
事
を
た
づ
ね
ら
れ
ん
時
、
い
か
に
か

し
き
事
な
り
。

－ 2 0 －
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図3．『十界図屏風』奈良・奥院室町時代

（｢地獄絵』昭51毎日新聞社）

た
買
倉
着
恋
慕
の
形
の
象
こ
そ
、
見
え
侍
ら
ん
ず
れ

な
。
（
岩
波
文
庫
）

オ
、
『
私
聚
百
因
縁
集
』
第
四
天
笠
之
篇
「
十
大
王
第
五
閻

魔
王
地
蔵
本
迩
之
事
」

閻
魔
大
王
者
本
地
地
蔵
菩
薩
也
〈
中
略
〉
亦
右
一
ス
黒

閻
天
女
瞳
ア
リ
左
ニ
ハ
太
山
府
君
鐘
ア
リ
同
生
神
同

名
神
司
レ
之
衆
人
日
々
罪
業
福
業
ヲ
記
ス
又
有
二
二
院
一

Ｂ

一
光
明
院
二
善
名
称
院
有
二
浄
頗
梨
鏡
一
衆
生
善
悪
記
十

王
経
偶
云
五
七
亡
人
息
静
声
罪
人
心
根
未
二
耳
情
一

（
古
典
文
庫
）

ヵ
、
『
沙
石
集
』
巻
第
七
「
人
ヲ
殺
シ
テ
酬
ダ
ル
事
」

業
ハ
ヲ
ソ
ロ
シ
キ
事
也
。
生
ヲ
殺
セ
ゞ
〈
必
ズ
彼
我
ヲ
殺

ス
ゞ
ヘ
キ
報
ア
リ
。
〈
中
略
〉
彼
レ
ハ
六
道
〔
ノ
〕
惣
ノ

Ａ
Ｂ

沙
汰
所
。
炎
魔
王
界
ニ
テ
、
倶
生
神
ノ
フ
ダ
、
浄
婆
利

ノ
鏡
二
引
向
テ
理
リ
テ
、
地
獄
・
鬼
畜
ノ
久
シ
キ
苦
ヲ

可
レ
受
事
ヲ
不
し
知
シ
テ
、
只
今
訴
人
ナ
キ
儘
、
殺
生
ヲ

答
へ
ん
。
〈
中
略
〉

Ｂ

頗
梨
の
鏡
に
む
か
は
ぱ
、
気
悪
し
く
腹
立
つ
る
す
が
た
、
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そ
れ
と
同
時
に
、

穴
』
を
挙
げ
よ
う
。

キ
、
『
ふ
し
の
人
｛

恐
ヌ
コ
ソ
、
返
々
愚
ナ
レ
・

（
梵
舜
本
）

こ
の
よ
う
に
、
説
話
の
中
で
冥
府
世
界
は
活
々
と
描
か
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
れ
ら
の
背
後
に
、
種
々
様
々
な
地
獄
絵
に
お
け
る
冥

府
界
の
描
写
が
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
絵
と
話
と
が
相
助
け
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
々
は
手
に
取
る
よ
う
に
地
獄
と
接
す

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
室
町
期
に
入
る
と
、
い
わ
ゆ
る
御
伽
草
子
と
呼
ば
れ
る
物
語
の
世
界
で
、
冥
府
世
界
は
あ
ら
ゆ
る
死
後
の

世
界
の
要
素
と
結
び
つ
い
て
展
開
し
て
い
く
。
す
な
わ
ち
、
信
仰
色
が
徐
々
に
希
薄
に
な
り
、
文
学
性
と
結
び
つ
い
て
物
語
世
界
へ
の
広

内
容
が
ま
す
ノ
、
具
体
性
を
帯
び
、
詳
細
に
な
っ
て
く
る
の
が
わ
か
ろ
う
。
右
の
富
士
山
を
は
じ
め
と
し
て
、
山
岳
信
仰
の
メ
ッ
カ
と

（
５
）

さ
れ
る
霊
峰
・
霊
山
の
下
、
ま
た
、
地
蔵
菩
薩
の
霊
験
所
と
さ
れ
る
神
社
仏
閣
の
下
、
そ
し
て
龍
宮
な
ど
の
想
像
上
の
世
界
の
下
に
至
る

ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
所
に
地
獄
が
存
在
し
、
そ
の
入
口
に
閻
魔
庁
が
あ
る
と
信
じ
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
当
時
の
人
々
に
と
っ
て

地
獄
は
身
近
な
存
在
で
あ
り
、
ま
た
、
真
に
畏
怖
す
べ
き
信
仰
の
対
象
で
あ
っ
た
。
現
在
の
無
神
時
代
と
は
違
っ
て
、
純
粋
強
固
な
求
道

心
を
持
つ
中
世
の
人
々
に
と
っ
て
、
閻
魔
庁
に
あ
り
、
す
べ
て
の
罪
業
を
こ
と
ご
と
く
映
し
出
す
と
い
う
浄
玻
璃
の
鏡
ほ
ど
恐
ろ
し
い
も

が
り
を
み
せ
て
く
る
。

『
ふ
し
の
人
穴
』
慶
長
拾
弐
年
奥
書
写
本
一
冊

：
Ａ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｉ

御
ま
へ
に
は
、
せ
ん
を
し
る
に
、
く
し
や
う
し
ん
、
あ
く
を
、
く
し
や
う
し
ん
、
ゑ
な
ふ
て
を
も
ち
て
、
せ
ん
あ
く
を
、
ひ
も
ん
の

ふ
た
に
、
つ
け
ら
れ
け
る
、
せ
ん
を
は
、
こ
か
ね
の
ふ
た
に
つ
け
、
し
は
り
を
き
た
る
事
、
い
く
せ
ん
と
も
し
ら
す
、
な
ら
ひ
い
た

Ａ
Ｉ
Ｂ

る
、
く
し
や
う
し
ん
、
を
ほ
せ
け
る
よ
う
は
、
〈
中
略
〉
さ
ら
は
、
ち
や
う
は
り
の
か
上
ゑ
を
、
承
せ
ら
れ
け
る

浄
玻
璃
の
鏡
の
イ
メ
ー
ジ
も
、
さ
ら
に
庶
民
の
思
想
の
中
に
固
定
化
し
て
く
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
『
ふ
し
の
人

（
室
町
時
代
物
語
集
）
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｢昭君」孜（小林）

と
こ
ろ
で
、
彼
ら
に
は
浄
玻
璃
の
鏡
と
共
に
投
怖
す
べ
き
神
々
が
冥
府
界
に
存
在
し
た
。
そ
れ
が
、
｜
人
の
人
間
が
生
ま
れ
て
か
ら
死

す
る
ま
で
、
そ
の
左
右
の
肩
の
上
に
あ
っ
て
そ
の
人
の
善
悪
の
所
行
を
す
べ
て
記
し
、
閻
王
の
裁
き
の
場
に
奏
上
す
る
と
い
う
倶
生
神
と

呼
ば
れ
る
冥
官
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
こ
の
倶
生
神
の
性
格
と
浄
玻
璃
の
鏡
の
持
っ
て
い
る
性
格
と
が
、
「
罪
業
暴
露
」

と
い
う
点
で
相
似
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
人
々
は
こ
れ
ら
二
つ
を
同
一
線
上
の
イ
メ
ー
ジ
で
把
え
て
い
た
と
考
え
て
よ
か
ろ

う
。
そ
の
一
つ
の
証
し
と
し
て
、
『
十
王
本
跡
讃
嘆
修
善
紗
』
『
沙
石
集
』
『
ふ
じ
の
人
穴
』
の
冥
府
界
の
描
写
に
は
、
傍
線
Ａ
の
倶
生
神

の
は
な
か
つ
た
は
子
ノ
で
あ
る
。

図4『絵入新板十王讃嘆抄』I

（無刊記，元禄頃刊木）

の
冥
府
界
の
描
写
に
は
、
傍
線
Ａ
の
倶
生
神

と
共
に
、
傍
線
Ｂ
の
浄
玻
璃
の
鏡
が
語
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、

倶
生
神
と
浄
砿
璃
の
鏡
と
の
関
係
は
、
冥

府
を
絵
画
化
し
た
十
王
図
・
地
獄
絵
を
み

る
と
一
層
明
確
に
な
る
（
図
１
．
２
．
３

・
５
）
。
浄
玻
璃
の
鏡
が
拙
か
れ
て
い
る

場
面
に
は
、
そ
の
周
囲
に
必
ず
倶
生
神
が

お
り
、
罪
人
を
鏡
に
か
け
た
り
罪
業
を
読

み
上
げ
た
り
し
て
い
る
姿
が
認
め
ら
れ
よ

う
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
倶
生
神

の
恰
好
・
服
装
で
あ
る
。
唐
冠
を
か
ぶ
り

唐
風
の
服
装
を
し
て
お
り
、
そ
の
囲
り
で

23－
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図5『絵入新板十王讃嘆抄』Ⅱ

亡
者
に
呵
責
を
加
え
る
鬼
形
の
羅
刹
ど
も
と
一
線
を
画
せ
る
、

冥
官
の
姿
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
の
姿
を
眼
に

留
め
な
が
ら
、
論
を
「
昭
君
」
に
戻
し
た
い
。

註（
１
）
下
掛
系
の
謡
本
で
は
「
罪
を
現
は
す
浄
玻
璃
や
」
と
な
っ
て

い
る
。

（
２
）
地
獄
絵
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
真
保
亨
氏
「
地
蔵
・
十
王
信
仰

と
地
獄
絵
」
（
『
地
獄
絵
』
昭
副
毎
日
新
聞
社
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
３
）
『
仏
説
地
蔵
菩
薩
発
心
因
縁
十
王
経
』
（
略
称
『
地
蔵
十
王

経
』
）
は
本
邦
偽
経
と
言
わ
れ
て
い
る
。
水
川
喜
夫
氏
『
十
王

経
』
覚
書
」
（
『
勉
誠
社
だ
よ
り
』
４
昭
弘
・
７
）
は
「
そ
の

作
者
が
、
往
生
念
仏
観
の
展
開
に
つ
れ
て
、
中
国
偽
経
「
十
王
生

七
経
」
の
構
想
に
拠
り
、
「
倭
名
類
聚
紗
」
や
「
往
生
要
集
」
な
ど

を
参
考
に
、
地
蔵
信
仰
の
波
に
乗
っ
て
、
十
一
世
紀
末
か
十
二
世

紀
初
に
書
き
著
わ
し
た
も
の
で
、
十
二
世
紀
後
半
に
も
な
る
と
、

一
般
に
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
」
と
説
か
れ
て
い
る
。

（
４
）
『
十
王
本
跡
讃
嘆
修
善
紗
』
享
保
元
年
刊
、
上
下
二
冊
、
天
台

沙
門
隆
尭
撰
述
。
肱
に
次
の
よ
う
な
素
性
を
記
し
、
『
看
聞
日

記
紙
背
文
書
』
一
四
九
「
物
語
目
録
」
中
の
「
十
王
讃
嘆
一
帖
」

と
の
関
係
が
注
目
さ
れ
る
。

此
讃
嘆
妙
〈
愚
痴
無
智
ノ
道
俗
男
女
ヲ
勧
ヵ
為
一
一
去
ヌ
ル
応

永
廿
五
年
之
比
旧
本
一
一
詞
ヲ
添
削
或
〈
経
論
伝
記
等
ノ
文
言

ヲ
引
載
テ
令
集
記
畢
然
ル
ヲ
今
重
テ
写
之
者
也
文
章
等
愚
人

－ 2 4 －
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｢昭君」孜（小林）

先
に

で
あ
る
。ツ

レ
ヘ
恐
ろ
し
や
鬼
と
や
言
は
ん
面
影
の
身
の
毛
も
ょ
だ
つ
ば
か
り
な
り
、
い
か
な
る
人
に
て
ま
し
ま
せ
ぱ
、
鏡
に
は
映
り
給

ふ
ら
ん
シ
テ
つ
」
れ
は
胡
国
の
夷
の
大
将
、
韓
邪
将
が
幽
霊
な
り
。
ツ
レ
ヘ
胡
国
の
夷
は
人
間
な
り
、
今
見
る
姿
は
人
な
ら
ず
、

、
、
、
、

目
に
は
見
ね
ど
も
音
に
聞
く
、
冥
途
の
鬼
か
恐
ろ
し
や
シ
テ
ヘ
韓
邪
将
も
「
空
し
く
な
る
、
同
じ
く
昭
君
が
父
母
に
、
対
面
の
た

め
に
来
り
た
り
ツ
レ
ヘ
由
な
か
り
け
る
対
面
か
な
、
姿
を
見
る
も
恐
ろ
し
や
シ
テ
そ
も
恐
る
べ
き
謂
は
れ
は
い
か
に
ツ
レ
ヘ

心
に
知
ら
ぬ
わ
が
姿
、
鏡
に
寄
り
て
見
給
へ
と
よ
シ
テ
ヘ
い
で
い
で
「
鏡
に
影
を
映
し
へ
ま
こ
と
に
気
疎
き
「
姿
か
と
、
鏡
に

立
ち
寄
り
よ
く
見
れ
ば
、
へ
恐
れ
給
ふ
も
あ
ら
道
理
や
地
へ
鰊
を
戴
く
、
髪
筋
は
、
鰊
を
戴
く
、
髪
筋
は
、
シ
テ
ヘ
主
を
離
れ

て
、
空
に
立
ち
、
地
凸
兀
結
ひ
さ
ら
に
、
た
ま
ら
ね
ば
、
シ
テ
ヘ
さ
ね
葛
に
て
、
結
び
下
げ
、
地
へ
耳
に
は
鎖
を
、
下
げ
た
れ
ば
、

シ
テ
ヘ
鬼
神
と
見
給
ふ
、
地
へ
姿
も
恥
づ
か
し
、
鏡
に
寄
り
添
ひ
、
立
っ
て
も
居
て
も
、
鬼
と
は
見
れ
ど
も
、
人
と
も
見
え
ず
、
そ

の
身
か
あ
ら
ぬ
か
、
わ
れ
な
ら
ば
、
恐
ろ
し
か
り
け
る
、
顔
つ
き
か
な
、
面
目
な
し
と
て
、
立
ち
帰
る
。

傍
点
に
あ
る
ご
と
く
、
後
シ
テ
韓
邪
将
は
な
ぜ
か
「
冥
途
の
鬼
」
の
出
立
で
突
如
登
場
し
、
ツ
レ
の
昭
君
を
差
置
い
て
〔
舞
働
〕
を
演

ノ
耳
ヲ
本
ト
ス
後
見
莫
瑚
之
子
時
永
享
五
癸
巳
年
十
月
三
日
於
金
勝
寺
谷
草
庵
天
台
沙
門
法
印
隆
堯
六
十
五
歳
書
之

（
５
）
閻
魔
王
の
本
地
は
地
蔵
菩
薩
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
か
ら
、
当
然
冥
府
と
地
蔵
信
仰
と
は
表
裏
一
体
に
把
え
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

享
徳
二
年
に
天
台
沙
門
頼
教
に
よ
り
撰
述
さ
れ
た
『
地
蔵
菩
薩
霊
験
絵
詞
』
の
巻
末
に
は
、
「
地
蔵
霊
験
所
」
と
し
て
、
日
本
全
土
妬
箇
国
に
わ

た
る
池
箇
所
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
ま
た
、
冥
府
の
入
口
で
あ
る
と
も
信
じ
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

「
昭
君
」
の
前
後
は
「
木
に
竹
を
継
い
だ
よ
う
な
」
構
成
で
あ
る
と
述
べ
た
が
、
後
シ
テ
、
韓
邪
将
の
唐
突
な
登
場
は
次
の
よ
う

六
、
後
シ
テ
、
韓
邪
将
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現
行
「
松
山
鏡
」
の
後
シ
テ
は
、
ツ
レ
で
あ
る
母
の
霊
を
地
獄
に
連
戻
す
た
め
に
や
っ
て
く
る
倶
生
神
で
あ
る
か
ら
、
「
し
て

の
鬼
と
は
倶
生
神
の
こ
と
を
指
す
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
ま
た
、
「
や
か
も
ち
の
心
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
番
外
曲
「
家
持
」

相
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
だ
。
「
や
か
も
ち
」
の
装
束
付
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

先
に
二
・
三
段
に
於
て
、
「
昭
君
」
の
本
説
で
あ
る
昭
君
説
話
を
骨
子
と
し
て
、
和
歌
世
界
の
〈
鏡
〉
の
モ
チ
ー
フ
が
取
込
ま
れ
、
そ

れ
が
中
世
に
流
布
し
た
形
見
の
鏡
に
恋
し
い
人
の
悌
が
映
る
と
い
う
プ
ロ
ッ
ト
と
融
合
し
、
「
昭
君
」
の
前
場
の
構
成
に
組
み
込
ま
れ
た

こ
と
を
述
べ
た
が
、
本
殿
で
は
五
段
に
於
て
展
開
し
た
冥
府
世
界
が
「
昭
君
」
の
後
場
の
イ
メ
ー
ジ
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
を
導
き
た

い
。
つ
ま
り
、
昭
君
説
話
中
に
、
ど
う
し
て
突
如
「
冥
途
の
鬼
」
の
姿
の
韓
邪
将
が
後
シ
テ
と
し
て
飛
び
出
し
て
く
る
の
か
、
そ
の
契
機

を
〈
鏡
ｌ
浄
玻
璃
の
鏡
の
イ
メ
ー
ジ
〉
が
果
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
証
明
し
た
い
の
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
普
通
冥
途
の
鬼
と
い
う
と
牛
頭
馬
頭
の
鬼
形
の
羅
刹
を
思
い
浮
べ
る
が
、
能
に
於
て
の
「
冥
途
の
鬼
」
と
は
、
実
は
前

段
で
述
べ
た
倶
生
神
な
ど
の
冥
官
の
こ
と
を
指
す
よ
う
で
あ
る
。
ま
ず
、
そ
の
点
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
そ
の
方
法
と
し
て
、
「
昭
君
」

（
２
）

の
後
シ
テ
で
あ
る
韓
邪
将
の
面
・
装
束
付
に
注
目
し
て
承
よ
う
。
『
舞
芸
六
輪
次
第
』
は
、
室
町
後
記
の
装
束
道
具
付
書
と
し
て
貴
重
で

あ
り
、
古
い
装
束
付
な
ど
を
調
べ
る
場
合
に
必
見
の
資
料
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
「
昭
君
」
に
つ
い
て
の
記
載
が
な
い
・
し
か
し
、

「
昭
君
」
と
内
容
が
近
い
と
思
わ
れ
る
い
く
つ
か
の
曲
の
装
束
付
を
ゑ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
を
類
推
す
る
こ
と
は
可
能
か
と
思
わ

れ
る
。
「
松
の
山
鏡
」
は
、
後
シ
テ
が
倶
生
神
で
あ
り
、
全
体
的
な
構
成
も
「
昭
君
」
と
相
似
形
を
な
し
て
い
て
、
こ
の
場
合
、
比
較
対

象
の
曲
と
し
て
は
最
適
で
あ
ろ
う
。
『
舞
芸
六
輪
次
第
』
で
の
装
束
付
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

一
、
ま
つ
の
山
か
生
糸
。
し
て
〈
お
に
。
や
か
も
ち
の
心
也
。
わ
き
〈
い
ふ
れ
い
。
女
い
つ
る
也
。
む
す
め
の
い
て
た
ち
〈
、
つ
れ

（
１
）

ず
る
の
で
あ
る
。

の
女
の
い
て
た
ち
な
り
。

、
、

〈
お
に
」

の
シ
テ
ー
と
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鬼
で
あ
る
。
そ
の
装
束
付
は
、

一
、
う
か
ひ
。
仕
手
、
ゞ

「
し
て
〈
例
式
の
お
に
也
」
を
「
お
に
く
く
し
や
う
し
ん
也
」
と
こ
と
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
後
シ
テ
の
家
持
の
母
を
迎
え
に
来
た

冥
途
の
鬼
は
、
「
ま
つ
の
や
ま
か
上
承
」
の
後
シ
テ
と
共
通
す
る
倶
生
神
の
出
立
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
ろ
う
。
次
に
、
榎
並
の
左
衛
門
五

郎
の
原
曲
を
世
阿
弥
が
改
作
し
た
「
鵜
飼
」
は
典
型
的
な
鬼
能
で
、
後
シ
テ
は
禁
制
の
殺
生
を
犯
し
て
殺
さ
れ
た
漁
士
を
責
め
る
冥
途
の

生
神
の
て
い
」
‐

『
童
舞
抄
』
中

鵜
飼
一
、

一
、
う
か
ひ
。
仕
手
、
ま
ヘ
ハ
せ
う
。
小
袖
・
水
衣
、
こ
し
み
の
を
す
る
也
。
た
い
ま
つ
を
も
つ
・
後
〈
常
の
鬼
に
〈
か
は
る
。
倶

生
神
の
て
い
也
。
す
ぎ
か
ふ
り
、
又
〈
た
う
か
ふ
り
を
き
へ
し
。
う
ち
つ
え
を
持
・
わ
き
、
そ
う
二
人
。

と
な
っ
て
お
り
、
後
シ
テ
の
出
立
が
「
倶
生
神
の
て
い
」
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
以
上
、
「
昭
君
」
の
項
こ
そ
な
い
も
の
の
、
性

格
を
同
じ
く
す
る
「
ま
つ
の
山
か
生
み
」
「
や
か
も
ち
」
や
、
冥
途
の
鬼
の
登
場
す
る
「
う
か
ひ
」
の
装
束
付
の
上
か
ら
検
討
す
る
と
、

「
昭
君
」
の
後
シ
テ
は
「
冥
途
の
鬼
」
、
実
は
冥
府
の
冥
官
で
あ
る
倶
生
神
の
出
立
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
く
る
わ
け
で
あ
る
。

（
３
）

次
に
、
同
じ
く
室
町
末
期
の
下
問
少
進
の
型
付
壽
で
あ
る
『
竜
郷
抄
』
の
「
鵡
飼
」
の
装
束
付
を
み
る
と
、
『
舞
芸
六
輪
次
第
』
で
「
倶

生
神
の
て
い
」
と
記
さ
れ
た
具
体
的
な
扮
装
が
伺
え
る
。

そ
の
出
立
は
、
赤
頭
に
唐
冠
を
戴
き
、
法
被
・
半
切
袴
を
着
て
、
面
は
小
癖
見
を
付
け
、
打
杖
を
持
つ
と
い
う
、
世
阿
弥
の
言
う
と
こ

ろ
の
典
型
的
な
力
動
風
鬼
、
つ
ま
り
「
冥
途
の
鬼
」
の
出
立
で
あ
る
。
同
じ
く
少
進
の
『
笈
蓮
江
間
日
記
』
の
「
昭
君
」
の
項
を
み
る

一
、
や
α

し
ん
也
。

「
し
て
魚 や

か
も
ち
。後

。
唐
冠
。
赤
頭
。
針
巻
（
布
）
。
法
被
。
絆
切
。
又
半
切
ば
か
り
に
て
も
。
打
杖
。
面
。
小
く
し
ゑ
。

し
て
〈
例
式
の
お
に
也
。
や
か
も
ち
む
す
め
〈
小
袖
は
か
り
よ
し
。
わ
き
〈
や
か
も
ち
な
り
。
お
に
《
く
し
や
う

（
『
下
問
少
進
集
』
Ｉ
）
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『
舞
芸
六
輪
次
第
』
『
童
舞
抄
』
『
笈
蓮
江
間
日
記
』
な
ど
装
束
付
の
点
で
の

考
察
か
ら
、
室
町
末
期
の
時
点
に
於
て
、
「
昭
君
」
の
後
シ
テ
の
「
冥
途
の
鬼
」
か
と
見
違
え
る
韓
邪
将
が
、
前
段
で
述
べ
た
冥
府
の
冥

官
で
あ
る
倶
生
神
の
出
立
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
か
と
思
う
。

（
４
）

こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
世
阿
弥
の
『
二
曲
三
体
人
形
図
』
の
力
動
風
鬼
の
図
で
あ
る
。

力
動
風
鬼
と
は
、
幽
霊
や
怪
霊
を
表
わ
す
砕
動
風
鬼
に
対
す
る
「
冥
途
の
鬼
」
を
指
す
世
阿
弥
の
用
語
で
あ
る
が
、
世
阿
弥
の
描
い
た
い

わ
ゆ
る
地
獄
の
鬼
の
具
体
的
な
姿
は
、
鬼
形
の
羅
刹
で
は
な
く
、
唐
冠
を
戴
き
、
狩
衣
・
大
口
袴
に
口
を
閉
じ
た
面
を
着
け
、
答
を
持

ち
、
毛
狩
羽
を
は
い
た
唐
風
の
扮
装
で
描
か
れ
て
お
り
、
前
段
に
於
け
る
冥
府
の
絵
や
、
先
の
装
束
付
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
閻

魔
庁
に
仕
え
る
冥
官
の
出
立
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
世
阿
弥
に
と
っ
て
の
「
冥
途
の
鬼
」
と
は
、
倶

生
神
な
ど
の
冥
官
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
て
も
よ
か
ろ
う
。
そ
し
て
、
「
昭
君
」
の
後
シ
テ
韓
邪
将
は
、
ツ
レ
の
老
婆
を
し
て
「
冥
途

の
鬼
か
恐
ろ
し
や
」
と
言
わ
し
め
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
冥
途
の
鬼
」
も
、
や
は
り
倶
生
神
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
そ
こ
か
ら
、
前

照
君
大
夫
、
唐
冠
。
法
被
。
半
切
。
又
半
切
バ
カ
リ
ニ
テ
モ
。
ア
カ

Ｊｊ
咽
細
ヌ
シ
ラ
ノ
中
程
ヲ
サ
ネ
ヵ
ヅ
ラ
ニ
テ
ィ
ゥ
。
面
、
小
ベ
シ
ミ
・
鉢
巻
。

服
伽
一
局
ハ
カ
リ
。
他
流
ニ
ハ
打
杖
ヲ
持
モ
ァ
ル
・

（
『
下
間
少
進
集
』
Ｉ
）

棚
韮
と
あ
り
、
赤
頭
を
真
葛
に
結
う
点
、
打
杖
を
持
た
な
い
点
な
ど
小
異
は
あ
る

師
が
、
「
鵜
飼
」
と
ほ
ぼ
同
様
の
装
束
付
で
「
冥
途
の
鬼
」
、
つ
ま
り
『
舞
芸
六

６図

輪
次
第
』
で
言
う
と
こ
ろ
の
倶
生
神
の
出
立
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
ろ
う
。
ま

た
、
こ
の
装
束
付
は
今
日
の
後
シ
テ
の
出
立
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
以
上
、

，
〆
」
、

－28－
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こ
こ
で
、
今
ま
で
に
考
察
を
加
え
た
五
点
に
つ
い
て
整
理
し
た
い
。

Ａ
、
「
昭
君
」
を
構
成
す
る
重
要
な
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
〈
鏡
〉
は
、
『
後
撰
和
歌
集
』
以
降
、
『
後
拾
遺
和
歌
集
』
な
ど
の
和
歌
の
世
界
で

創
造
さ
れ
た
と
推
測
で
き
、
そ
の
後
、
昭
君
説
話
と
融
合
し
て
説
話
世
界
に
於
て
増
幅
・
発
展
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｂ
、
「
鏡
に
は
恋
し
き
人
の
映
る
な
り
」
と
い
う
話
柄
は
、
中
世
に
於
て
、
天
照
太
神
信
仰
・
古
今
和
歌
集
註
釈
書
の
カ
グ
ャ
姫
説
話
。

段
に
於
て
述
べ
た
浄
玻
璃
の
鏡
と
倶
生
神
の
関
係
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
。
浄
玻
璃
の
鏡
と
倶
生
神
が
同
一
の
イ
メ
ー
ジ
で
当
時
の
人
々
に

把
え
ら
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
見
所
に
と
っ
て
、
鏡
に
導
か
れ
て
後
シ
テ
の
韓
邪
将
が
「
冥
途
の
鬼
」
の
姿
、
つ
ま
り
冥
官
で
あ
る
倶
生
神

の
出
立
で
登
場
し
た
と
し
て
も
、
な
ん
ら
不
思
議
は
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

（
１
）
韓
邪
将
は
昭
君
の
送
ら
れ
る
胡
国
の
王
で
あ
り
、
昭
君
説
話
に
登
場
す
る
人
物
の
中
で
特
に
目
立
つ
存
在
で
は
な
い
。
こ
の
人
物
が
重
視
さ
れ

て
く
る
の
は
元
曲
か
ら
で
、
元
帝
に
負
け
ぬ
愛
を
昭
君
に
そ
シ
ぐ
役
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
。
「
昭
君
」
の
後
シ
テ
の
よ
う
に
、
鬼
に

な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
話
は
中
国
に
も
見
当
ら
な
い
。

（
２
）
永
正
年
間
の
能
の
実
態
を
伝
え
る
と
さ
れ
る
現
存
最
古
の
下
掛
り
系
装
束
付
で
あ
る
。
片
桐
登
氏
が
『
日
本
文
学
誌
要
』
、
（
昭
的
・
９
法
政

大
学
国
文
学
会
）
に
解
説
を
付
し
て
全
文
を
翻
刻
さ
れ
た
が
、
そ
の
誤
脱
を
補
正
し
て
、
増
補
国
語
国
文
学
研
究
史
大
成
８
『
謡
曲
・
狂
言
』

（
昭
銘
三
省
堂
）
に
転
載
さ
れ
た
。

（
３
）
下
問
少
進
伝
書
の
型
付
に
つ
い
て
は
、
西
野
春
雄
氏
「
変
革
期
の
型
付
ｌ
下
問
少
進
型
付
考
ｌ
」
（
『
能
楽
研
究
』
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
紀
要

第
二
号
昭
団
・
２
）
が
参
考
と
な
る
。

（
４
）
冥
途
の
鬼
と
『
二
曲
三
体
人
形
図
』
の
力
動
風
鬼
の
図
と
の
関
係
は
、
味
方
健
氏
「
鬼
か
ら
公
家
へ
（
上
）
ｌ
続
・
大
和
申
楽
の
芸
質
Ｉ
」

（
『
論
究
日
本
文
学
』
昭
虹
・
４
）
が
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

註

七
、
む
す
び
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松
浦
佐
用
姫
の
鏡
の
渡
し
伝
説
な
ど
に
よ
り
民
間
に
広
く
浸
透
し
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
そ
し
て
、
Ａ
・
Ｂ
二
つ
の
説
話
を
融
合
し
た

話
を
骨
子
と
し
て
「
昭
君
」
の
前
場
が
構
成
さ
れ
た
。

Ｃ
、
前
場
の
も
う
一
つ
の
重
要
な
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
昭
君
の
運
命
を
予
告
す
る
〈
柳
〉
の
話
は
、
『
和
漢
朗
詠
集
私
註
』
に
そ
の
典
拠
を

求
め
ら
れ
る
。
ま
た
〈
鏡
〉
と
〈
柳
〉
の
モ
チ
ー
フ
を
組
承
込
ん
で
一
曲
の
構
成
を
図
っ
た
と
こ
ろ
に
謡
曲
作
者
の
面
目
が
あ
っ
た
。

Ｄ
、
後
場
に
於
て
、
突
如
、
冥
途
の
鬼
の
姿
の
韓
邪
将
が
後
シ
テ
と
し
て
出
現
し
、
ツ
レ
の
昭
君
を
差
し
置
い
て
〔
舞
働
〕
を
演
ず
る
の

は
、
〈
鏡
〉
か
ら
冥
府
界
の
浄
玻
璃
の
鏡
へ
の
連
想
が
働
い
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
出
立
が
冥
府
の
冥
官
で
あ
る
倶
生
神
の
も
の

で
あ
る
の
も
、
浄
岐
璃
の
鏡
と
倶
生
神
の
性
格
が
相
似
し
、
同
一
線
上
の
イ
メ
ー
ジ
で
把
え
ら
れ
て
い
た
関
係
を
当
時
の
約
束
事
と
考

以
上
の
考
察
か
ら
、
一
見
し
て
不
統
一
な
印
象
を
受
け
る
前
場
と
後
場
を
強
力
に
結
び
付
け
、
「
昭
君
」
を
思
想
か
ら
も
、
構
成
の
上

か
ら
も
支
え
て
い
る
も
の
が
〈
鏡
〉
で
あ
る
こ
と
を
論
証
で
き
た
か
と
思
う
。
ま
た
、
一
連
の
鏡
物
の
能
が
、
一
様
に
鬼
能
と
し
て
形
成

さ
れ
た
要
因
を
究
明
す
る
端
緒
を
も
、
開
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

金
春
権
守
は
、
『
申
楽
談
儀
』
の
記
事
に
よ
る
と
、
芸
風
に
顕
著
な
特
色
が
承
ら
れ
る
。

金
春
は
、
舞
を
ぱ
え
舞
は
ざ
り
し
者
也
。
曲
事
を
せ
し
為
手
也
。
〈
中
略
〉
内
の
舞
な
ど
を
も
、
ち
ら
ノ
＼
き
り
ノ
、
と
、
返
り
な

ど
し
て
止
め
し
、
「
そ
も
か
や
う
に
曲
す
べ
き
座
敷
か
」
と
、
赤
松
方
な
ど
申
さ
れ
し
也
。
〈
中
略
〉
同
じ
能
に
、
（
「
海
士
」
の
こ
と
）

「
乳
の
下
を
掻
い
切
り
、
玉
を
押
し
込
め
」
な
ど
の
か
か
り
は
、
黒
頭
に
て
、
軽
々
と
出
で
立
て
、
こ
ば
た
ら
ぎ
の
風
体
也
。
女
な

え
る
と
首
肯
で
き
る
。

Ｅ
、
後
シ
テ
韓
邪
将
が
冥
官
で
あ
る
倶
生
神
で
あ
る
こ
と
は
、
室
町
末
期
の

る
。
ま
た
、
世
阿
弥
の
『
二
曲
三
体
人
形
図
』
か
ら
、
力
動
風
鬼
つ
ま
り

い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

『
舞
芸
六
輪
次
第
』
や
下
問
少
進
の
装
束
付
で
明
ら
か
で
あ

「
冥
途
の
鬼
」
と
は
、
倶
生
神
な
ど
冥
官
の
こ
と
を
指
し
て
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言
う
ま
で
も
な
く
「
田
舎
の
風
体
」
と
し
て
、
金
春
権
守
の
こ
と
を
世
阿
弥
が
元
能
に
語
っ
た
著
名
な
記
事
で
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
窺

え
る
金
春
権
守
の
芸
風
は
、
舞
を
舞
う
こ
と
が
で
き
ず
に
ア
ク
ロ
バ
チ
ッ
ク
な
早
業
を
得
意
と
し
て
い
た
ら
し
い
点
、
そ
し
て
子
ゆ
え
に

命
を
捨
て
た
海
士
の
女
を
演
じ
る
際
に
、
女
体
の
能
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
黒
頭
の
出
立
で
「
こ
ぱ
た
ら
ぎ
」
の
風
体
で
演
っ
た
と
い
う

点
で
あ
る
。
こ
の
芸
風
の
特
徴
を
、
そ
の
ま
ま
作
風
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
承
る
な
ら
ば
、
「
昭
君
」
を
歌
舞
中
心
の
女
能
と
せ
ず
に
、
本

説
を
曲
げ
て
ま
で
〔
舞
働
〕
を
見
所
と
し
た
鬼
能
に
作
能
し
た
、
金
春
権
守
の
姿
が
鮮
や
か
に
浮
び
上
っ
て
こ
よ
う
。

・
本
稿
は
、
昭
和
弘
年
月
曜
会
４
月
例
会
、
並
び
に
國
學
院
大
學
国
語
国
文
学
会
昭
和
型
年
度
春
季
大
会
（
６
月
）
に
於
て
口
頭
発
表
し
た
も
の
を
改

稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
、
諸
氏
よ
り
多
く
の
御
教
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
（
弱
。
ｎ
．
四
）

ど
似
合
は
ず
。
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